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ゆ
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心
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｜
｜

（上）

森

洋

序

筆
者
は
さ
き
に
「
初
期
ゴ
シ
ッ
ク
教
会
堂
の
成
立
と
そ
の
社
会
的
思
想
的
背
景
l
｜
十
二
世
紀
に
於
け
る
教
会
堂
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
よ
り
ゴ

L

ツ
ク
へ
の
様
式
転
換
に
関
す
る
一
考
察
｜
｜
」
と
題
す
る
小
論
を
発
表
し
た
。
す
で
に
そ
れ
か
ら
十
年
に
近
い
歳
月
を
へ
て
は
い
る
が
、
そ
の

成
長
と
の
関
聯
に
つ
い
て
は
、

聞
に
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
期
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
、
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
様
式
の
成
立
完
成
と
、
そ
の
背
後
に
存
す
る
カ
ぺ

l
王
権
の

一
貫
し
た
関
心
を
抱
き
続
け
て
今
日
に
い
た
っ
た
。
た
ま
た
ま
出
吉
田

ω包

g
a同
の
一
論
〈
ね
を
参
照
す
る
機

を
得
て
、
〈
Fo

－－21
－mgロ
ロ
ロ
以
来
認
め
ら
れ
て
来
た
、
カ
ペ
！
王
領
外
に
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
教
会
堂
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
云
う
事
実
に
、
改
め
て

注
目
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ω包－

Ba円

の
主
張
は
、
「
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
・
カ
テ
ド
ラ
ル
は
、

王
の
オ
リ
フ
ラ
ン
ム
、
天
与
の
聖
油
に
よ
る
塗

油
、
新
ら
し
い
王
の
神
話
及
び
新
ら
し
い
王
権
理
論
と
と
も
に
、
視
覚
的
に
は
最
も
印
象
力
の
強
い
、
フ
ラ
ン
ス
王
の
新
ら
し
い
主
張
を
体
現

し
て
い
る
創
造
物
の
一
つ
で
あ
る
」
と
す
る
も
の
の
よ
う
で
、

念
的
な
側
面
か
ら
に
限
ら
れ
て
札

μ。

カ
ぺ

i
王
権
と
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
・
カ
テ
ド
ラ
ル
の
結
合
の
説
明
も
、
主
と
し
て
理

か
か
る
現
象
は
果
し
て
、

「
初
期
の
カ
テ
ド
ラ
ル
は
す
べ
て
聖
俗
王
領

（
島
問
看
叩

EFnrg
ロロ【日

ma∞岳
n
y巾
ロ
阿
内
同
。
ロ
仏
O
B
M仲ロ巾）

の
内
に
存
し
、
十
三
世
紀
後
半
の
そ
れ
ら
は
、
王
領

（関同
O
己目ロ仏）

の
拡
張
を
、

忠
実
に
跡
ず
け
た
」
事

ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）

（森）
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（
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四
0 

の
最
良
の
説
明
た
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

十
二
世
紀
後
半
の
い
わ
ゆ
る
初
期
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
教
会
堂
群
に
つ
い
て
は
、
た
ま
た
ま
こ
れ
ら
の
成
立
を
裏
ず
け
る
理
念
的
な
諸
現
象
が
、
十

二
世
紀
前
半
の
王
の
身
辺
、
特
に
サ
ン
・
ド
ニ
修
道
院
長

ω己
的

2
を
中
心
と
し
て
寄
在
し
た
事
を
、
筆
者
は
す
で
に
考
察
し
た
。
こ
う
し
た
王

権
を
別
格
化
す
る
動
き
が
、
十
三
世
紀
以
後
に
も
存
続
し
、

ま
す
ま
す
王
権
を
支
持
強
化
し
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
事
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
乙
れ
が
カ
ペ

l
王
朝
黄
金
時
代
の
王
権
の
す
べ
て
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
く
、

EM－－F
S
m
t〉
ロ

m
g
z
以
後
特
に
、
諸
王
は
主
た
る

王
権
強
佑
手
段
と
し
て
、
封
建
法
を
縦
横
に
活
用
し
た
事
も
亦
、
今
日
衆
知
の
事
実
と
考
え
て
よ
か
凶
行
γ
。
さ
き
に
の
べ
た

ω
＆－
5
4円
の

（同

H
O
E
S智
P

L
。

5
5
5
1
Uい
と
い
う
言
葉
自
体
に
極
め
て
疑
義
が
多
い
に
せ
よ
、

引
用
中
の
「
王
領
」

こ
れ
を
一
応
、
封
建
的
関

係
を
介
在
せ
し
め
沿
い
、
直
接
に
王
と
結
び
つ
く
、
諾
所
有
、
諸
権
利
と
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
烈
B
E
B仏
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
り
、

後
者
は
封
建
的
な
諸
関
係
、
即
ち
図
。
B
B品
開
を
何
等
か
の
意
味
で
媒
体
と
す
る
関
係
に
よ
っ
て
、
王
と
結
合
し
て
い
る
筈
で
あ
れ
P

初
期
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
教
会
堂
群
が
仏
O
B
5回目

8
3
－の
内
に
の
み
極
限
さ
れ
た
現
象
で
あ
る
と
し
て
も
、

そ
れ
に
続
く
、

【

ur回
一
三
円
巾
間
切

河
内
山

5
9
〉

B

－gm
の
三
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
群
に
つ
い
て
同
様
な
事
を
我
々
は
断
定
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

何
れ
も

Z
O門店
l
U国
語
刊
の

名
を
冠
す
る
こ
れ
ら
十
三
世
紀
の
三
大
カ
テ
ド
ラ
ル
は
、
後
に
の
べ
る
よ
う
に
ゐ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
、
初
期
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
に
対
し
て
も
、

そ
れ
に
続
く
教
会
堂
群
に
対
し
て
も
区
別
し
て
考
え
ら
る
べ
き
必
然
性
を
有
す
る
。
差
当
っ
て
筆
者
は
、
こ
の
一
群
を
対
象
と
し
て
、

こ
れ
ら

の
地
域
が
｜
｜
聖
俗
を
間
わ
ず
｜
｜
王
と
の
聞
に
保
持
し
て
い
た
関
係
を
、

そ
れ
ら
カ
テ
ド
ラ
ル
建
立
の
当
事
者
遠
の
状
況
を
通
し
て
考
察
し

て
み
た
い
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
カ
テ
ド
ラ
ル
群
は
、
何
れ
も
後
に
表
示
す
る
よ
う
に
、
数
十
年
乃
至
数
世
紀
の
歳
月
と
、
更
に
叉
莫
大
な
費

用
と
を
も
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
如
何
に
し
て
発
生
し
、
如
何
に
し
て
持
統
し
た
か
の
説
明
を
、
主
と
し
て
社
会
的
な

諸
関
係
の
中
か
ら
探
り
出
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
関
係
の
中
心
に
、
恐
ら
く
は
王
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
事
を
、
予
想
す
る
事

も
亦
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。



筆
者
の
お
か
れ
て
い
る
現
状
は
、

か
か
る
問
題
を
設
立
し
て
、

た
。
更
に
こ
う
し
た
諸
関
係
の
み
が
、
不
滅
の
作
品
を
形
成
せ
し
め
た
要
因
で
は
な
か
っ
た
事
は
言
を
ま
た
な
い
。

こ
う
し
た
諸
欠
陥
に
も
か

そ
れ
に
関
す
る
詩
文
献
諸
史
料
を
充
分
に
渉
猟
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ

に
把
握
す
る
試
み
を
敢
て
し
て
み
た
い
。

カ
ペ

I
王
権
と
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
と
の
相
関
関
係
を
、
よ
り
具
体
的

か
わ
ら
ず
、
筆
者
は
一
般
に
は
漠
然
と
意
識
さ
れ
て
い
る
、

こ
れ
が
不
充
分
且
一
面
的
な
も
の
に
留
る
こ
と
は
避
け
得
な
い
に
せ
よ
、
こ
の
欠
は
、
何
れ
後
日
を

期
し
て
補
い
た
い
と
思
う
。

註

ω
史
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宅
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b
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C
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h
a
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色
遣
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丸
町
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hSFH暗
号
町
志
司
ミ
N
h』
弘
司
『
同
門
ミ
phh出S
E
U

岡
山
間
）

onyoロロロ向日
4
〈
叩
円

r
p
デ

ωω
・］戸印印
lHA凶由・

一
、
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立

ω
円以－

H
V
2
7
U
E
E
一－
F

h

a
議
室
昌
司
町
室
町
、
h
g札
白
』
同
室
、
ミ
ミ
m
m
H

室
、
山
吉
ιhNmH同
ミ
h
－
N「
し
円
h
h
a
h凡川町』
hu

同
》
国

H
5
5
8
u
日出
mm

－5・

制
こ
の
穏
に
関
す
る
一
応
の
学
説
史
は
、
拙
稿
一
初
則
カ
ベ
l
王
朝
の

巴

D
B
a
s
m
o
E－
」
｜
｜
フ
ィ
リ
ッ
プ
一
世
の
時
代
に
お
け
る
｜
｜

上
、
史
淵
第
七
十
六
樹
、
昭
和
三
十
三
年
六
月
、
序
、

3
・
2
1企・

制
こ
の
観
点
を
特
に
強
調
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
問
。
宮
丘
町
内
w
d
E
O
♂

h
訟
の
も
笠
間
志
向
こ
b
h
J
s
q
p
h
hミ
な
』
胞
を
ま

8
8
3
h
H『
R
R
E
S－

E円
即
日

u
H出
品
N
－
特
に
第
四
章
以
下
。

【

ur由一
円
円
円
冊
目

r
同
州

m

－B♂
〉
宮
山
自
由
三
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
年
代
は
、
表
ー
に
掲
げ
た
通
り
で
あ
る
寸
｝
ま
ず
こ
の
年
代
に
つ
い
て
二
局
し
ょ

円

U
Y
R円
H
m
m

の
場

ぅ
。
こ
れ
ら
三
カ
テ
ド
ラ
ル
建
設
の
直
接
の
動
機
は
、
何
れ
の
場
合
に
も
、
火
災
で
既
存
の
も
の
ぞ
焼
失
し
た
事
に
よ
る
。

合
に
は
一
一
九
四
年
六
月
九
日
夜
半
の
火
事
で
、
十
一
山
世
紀
の

岡，

z
－rm一円同
の
教
会
常
を
失
っ
た
。

し
か
し
そ
の
正
面
と
塔
謀
部
は
、

一一一一一

ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）

四
年
の
当
市
域
の
火
災
後
、
お
よ
そ
一
一
四
O
年
か
ら
一
一
四
五
年
の
聞
に
建
立
さ
れ
た
二
鐘
楼
を
、
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
、
更
に

PHZ）

2
骨
の
会

四

（森）
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四

堂
の
身
脚
部
に
接
合
し
た
も
の
が
｜
｜
匂
R
E－－
F
｝百－（－
3
0
l
ニ
ヨ
）
｜
｜
残
在
し

た
も
の
で
あ
る
。
閉
山
a
B印
の
刷
物
合
に
は
、
十
二
階
紀
後
半
に
、

大
司
教

ω目
当
回
O
ロ

に
よ
っ
て
建
立
お
れ
た

l
l恐
ら
く
は
初
期
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
様
式
に
属
す
る
｜
｜
カ
テ

三
二

O
年
五
月
六
日
の
火
災
で
焼
失
い
が
。
〉

g
－m
g

ド
ラ
ル
が
、

の
場
合
は
、

三
二
八
年
の
火
災
が
既
存
の
会
堂
を
焼
失
せ
し
め
た
事
情
に
加
え
て
、

年
に
、
（
U
8
2
8江
口
。

1
白
か
ら
新
遺
物
が
到
来
し
た
事
に
よ
っ
て
、
新
た
に
大
会
堂

一
二
二

O

建
立
の
気
運
が
生
じ
、
頭
部
に
隣
接
し
て
い
た

ω包
E
i百円
B
E
l－？の
O
E
2
8
5

教
会
堂
の
敷
地
を
も
合
め
て
、
新
カ
テ
ド
ラ
ル
の
建
設
に
乗
り
出
し
た
の
で
針
V
。

（

5）
 

nr回
同
同
同
町
田
で

そ
の
後
の
工
事
の
進
行
状
態
を
確
定
す
る
事
は
困
難
を
伴
う
が
、

は
ま
ず
身
廊
部
か
ら
者
工
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
事
は
、
恐
ら
く
は
焼
失
を

ま
ぬ
か
れ
た

回
以

O
吋仲間－－

H
N
O
U
可巳

を
新
カ
テ
ド
ラ
ル
の
正
面
と
し
て
利
用
す
る
事
が

第
一
の
課
題
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
事
を
想
像
す
る
限
り
に
お
い
て
、
妥
当
性
を
失
わ

な
い
。
そ
の
後
は
一
二
ニ

O
年
ま
で
に
、
殆
ん
ど
一
息
に
工
事
を
完
了
し
、
更
に
袖

一
二
六
O
年
十
月
十
七
日
に
献
堂
式
を
行
っ
た
。
刃
包
自
国

廊
部
の
張
出
し
を
加
え
、

の
場
合
に
は
、
定
石
通
り
に
祭
室
部
か
ら
工
事
が
始
ま
り
、
恐
ら
く
は
袖
廊
の
一
部

を
も
含
め
て
第
一
現
場
が
形
成
さ
れ
た
。

一
二
四
一
年
九
月
七
日
に
は
、
祭
室
部
が

礼
典
執
行
に
耐
え
る
程
に
完
成
し
た
た
め
に
、
こ
れ
が
司
教
度
聖
堂
参
事
会

（
n
E立
母
印
）
に
引
わ
た
さ
れ
、
つ
い
で
袖
廊
部
の
完
成
を
ま
っ
て
身
廊
部
に
移
り
、



l 
表

祭室部
(le choeur) 

1194・・・

Chartres 

Amiens 

要
か
ら
生
じ
た
も
の
で
、
身
廊
部
と
正
面
（
フ
リ
ー
ズ
ま
で
）
と
の
完
成
を
ま
っ
て
、

袖
廊
部
に
つ
な
が
る
五
梁
聞
を
完
成
し
た
後
に
、
正
面
三
扉
口
、

つ
い
で
大
パ
ラ
窓

を
完
成
し
た
。
身
廊
と
こ
の
正
面
部
を
つ
な
ぐ
四
梁
聞
の
建
設
は
、
｜
｜
恐
く
は
資

金
難
の
た
め
に
｜
｜
十
四
世
紀
初
頭
の
事
に
属
す
る
。

こ
れ
ら
の
工
事
進
行
順
序

は
、
主
と
し
て
後
述
す
る
建
築
家
の
事
在
の
復
原
と
の
関
係
に
お
い
て
決
定
さ
れ

る
。
〉
S
F
m
g
に
お
い
て
は
、
工
事
は
身
廊
部
か
ら
始
ま
っ
た
。

こ
の
現
場
は
正
面

扉
口
部
を
も
含
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
乙
の
順
序
は
恐
ら
く

ω曲目
E
l

同
ぷ
吋

H
E
E
l－
？
の
。
丘
四
回
目
冊
目
を
、
差
当
つ
て
の
典
礼
執
行
の
場
と
し
て
確
保
す
る
必

ω曲目
E
l百円
5
8同
会
堂
を
破
壊
し
、
祭
室
部
・
袖
廊
部
に
着
手
し
た
も
の
で
あ
ろ

ぅ
。
祭
室
部
の
頭
部
1

1放
射
状
祭
室
部
と
廻
歩
廊

Z
E
Zロ
F
E
S－
－
の
完
成
後
、
当
然
高
部
｜
｜
ト
リ
フ
ォ
リ
ウ
ム
（

E
F
E
S）、

高
窓
、
湾
跨
｜
｜
の
工
事
を
進
め
た
筈
で
あ
る
が
、
今
日
の
当
該
部
分
は
、

部
分
の
様
式
の
相
違
が
示
し
て
い
る
。

以
上
の
如
く
し
て
、

一
二
五
八
年
の
火
災
後
の
工
事
で
あ
る
こ
と
を
、
後
述
す
る
当
該

こ
れ
ら
三
カ
テ
ド
ラ
ル
は
何
れ
も
豆
己
－
句
。
巾
I
〉ロ

m
g芯

の
治
世
に
着
工
し
、
何
色
自
由
の
一
部
を
の

（二∞
0
1

－M
M
U）

ぞ
い
て
は
、
何
れ
も

F
2
2
H
M
（－
M
M小
l

－
N
3）
の
治
下
に
、
そ
の
主
要
部
分
を
完
工
せ
し
め
た
。
資
金
難
の
た
め
に
比
較
的
長
時
間
を
要
し

た

MNas∞
を
別
と
す
れ
ば
、
そ
の
所
要
年
数
は
約
半
世
紀
で
あ
る
。

こ
う
し
た
長
年
月
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ら
は
何
れ
も
、
ほ
ぽ
完
全

な
様
式
上
の
統
一
を
確
保
し
得
て
い
る
。

（

6
）
 

破
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
事
は
、
こ
れ
ら
カ
テ
ド
ラ
ル
の
立
案
の
瞬
間
か
ら
完
成
に
い
た
る
ま
で
、

唯
一
の
例
外
は

〉

s
－g∞
の
祭
室
部
・
袖
廊
部
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
も
内
観
外
観
の
一
貫
性
を

一
貫
し
た
強
い
意
志
が
働
い
て
い
た
事

ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
〈
上
）

（森）

四



ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）

を
物
語
る
も
の
と
云
え
よ
う
。

（森）

四
l!Y 

つ
で
あ
る
、

外観上これら三カテドラルの第一の共通点は、その壮大会である。その規棋を、試みに十二世紀の初期ゴティックの一

zagの数字と比較すれば、表し以如くになる。この表によってみれば、これらがほぼ共通の組問に到達し

身廊幅｜錦部側｜湾陵高 Imu廊高｜正面塔高

m m 
21. 50 50.00 

m 
20.00 

m ロ1 m 百1

16.50 37.25 14.00 115.00（北）
m ロ1

36.55 105.00（商）

m ロ1 ロ1 ロ1 ロ1
14.65 7.74 37.95 16.40 81. 50 

立1 m ロ1 ロ1 ロ1
14.60 8.50 42.32 18.80 66.65（北）

ロ1
65.00（南）

て
い
る
こ
と
、
更
に
十
二
世
紀
の
初
期
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
の
カ
テ
ド
ラ
ル
に
比

し
て
、
何
れ
も
飛
躍
的
に
大
き
な
数
字
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
明
か
と
な

る
c

よ
り
大
規
開
な
教
会
堂
と
云
う
要
求
は
、
初
期
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
以
来
の

一
貫
し
た
目
標
で
は
あ
つ
に
料
、
こ
の
課
題
は
此
処
で
、
少
く
と
も
フ
ラ

ン
ス
に
お
い
て
は
最
高
の
数
字
を
る
っ
て
解
決
さ
れ
て
い
る
と
云
え
よ

（叩）

』
F

円
ノ
。

こ
の
こ
と
は
、
十
三
世
紀
前
半
の
の

ra片
岡

g
w
M
N
a
g
m
w
k
r
B
－mg
の

工
事
現
場
に
お
い
て
、
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
の
建
築
技
法
が
、
そ
の
最
高
の
能
力

を
発
揮
し
得
た
事
を
物
語
っ
て
居
り
、
叉
こ
の
こ
と
こ
そ
、
我
々
を
し
て

こ
れ
ら
三
カ
テ
ド
ラ
ル
の
様
式
を
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
の
古
典
様
式
と
み
な
さ
し

め
る
所
、
以
で
も
あ
る
。

挿
図

I
の
平
面
図
に
よ
っ
て
も
明
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
カ
テ
ド
ラ

ル
は
、
ほ
ぽ
共
通
し
た
プ
ラ
ン
を
有
し
て
い
る
。
第
一
に
祭
室
部
が
巨
大

な
面
積
を
占
め
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
五
（
河
内
山
自
由
）
又
は
七
（
（
ur由
同
片
岡
町

mu

〉
日
芯
ロ
凹
）

の
放
射
状
祭
室

（

n
y名目－－
8
1
E
U『

O
ロ
ロ
百
件
町
田
）

一
重

と



][ 

II全
長｜祭室部長｜袖廊長

m m m 
Noyon 103.00 29.00 46.50 

（嬰状祭室）

m 
Chartres 

130.20 （放廻射廊3状を7含祭.0ま0室ず） 
64.50 

ロ1 m 
Reims 149.17 61. 25 

m m 
Amiens 145.00 70.00 

表

（
MNasp 
〉

B
ぽロ凹）

乃
至
二
重

（
ロ
｝
岡
田
吋
可
自
由
）

の
廻
廊

Z
E
S
l
 

σ己
呉
包
括
）
と
何
れ
も
二
重
の
側
廊
（
ゲ
g
l
n
O
H
b
白）

を
そ
な
え
て
い
る
。

第
二
に
袖
廊
部
は
、
伺
れ
も
殆
ん
ど
祭
室
部
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
が
、
而

も
共
通
し
て
一
・
二
梁
聞
の
張
出
し
と
、

一
重
の
側
廊
と
、
三
扉
口
を
有

す
る
南
北
そ
れ
ぞ
れ
の
正
面
を
そ
な
え
て
い
る
。
第
三
に
身
廊
部
は
、
六

梁
間

（（
U
F国
同
－
可
何
回
w

〉

5
日
間
口
凹
）
乃
至
九
梁
間
（

m
a
B凹
）
を
有
し
、
何

れ
も
一
重
の
側
廊
を
も
っ
。
何
冊
目
白
聞
の
そ
れ
が
、
特
に
長
い
の
は
、
フ
ラ

ン
ス
王
の
戴
冠
式
挙
行
の
特
権
（
叫
故
と
考
え
ら
れ
る
。
第
四
に
こ
れ
ら
の

身
廊
部
は
、
伺
れ
も
南
北
双
塔
を
も
っ
正
面
を
も
っ
て
終
る
。

寄
寵
は
何
れ
も
短
型
四
分
オ
ジ

l
ヴ
湾
寵
（
4
0
0
広
島
．
0
岡山

4

2

E
己
O
ロl

mロ巾）

（
以
下
掃
図
E
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

で
あ
る
。

こ
の
限
り
に
お

い
て
、
十
二
世
紀
の
初
期
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
群
に
共
通
な
六
分
オ
ジ

l
ヴ
湾
龍

と
は
完
全
に
絶
縁
し
た
。
こ
の
事
は

（

4
0
P件
目

円円

om

－4町田
mmw一
同
匂
回
同
時
一

xmw
一）

得
し
た
事
を
意
味
し
、
且
フ
ォ
ル
ム
レ
の
頂
点
を
、
オ
ジ

l
ヴ
の
交
点
と
一
致
す
る
点
ま
で
｜
｜
尖
頭
ア

l
チ
の
適
用
に
よ
っ
て
｜
｜
高
め
る
乙

オ
ジ

l
ヴ
湾
懐
原
理
が
、
そ
の
最
も
完
全
な
、
従
っ
て
単
純
な
様
相
を
獲

と
に
よ
り
、
常
置
横
圧
力
も
亦
著
し
く
弱
め
ら
れ
る
。
こ
の
湾
躍
の
採
用
は
、
身
廊
の
一
梁
聞
を
そ
の
ま
ま
側
廊
の
一
梁
聞
に
対
応
さ
せ
る
可

能
性
を
生
み
、
従
っ
て
側
面
構
造
（
企
雪
由
民
O
ロ
）
に
お
け
る
強
柱
弱
柱
の
交
代
を
排
除
せ
し
め
、
寄
霞
そ
の
も
の
の
統
一
的
な
印
象
と
相
ま
っ

て
、
カ
テ
ド
ラ
ル
の
内
部
に
単
純
な
統
一
性
を
与
え
る
に
い
た
分
ピ
。

ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）
（
森
）

四
五
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(Merlet, pp. 40-41 ; Demaison, 
Eユ

p. 4 ; Boinet, p. 4. ) C，与；
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ゴ
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カ
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][ , p. 439, fig. 11 ; 
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(Choisy, 
図 l

][ 

（
断
而
岡
）

p. 441, fig. 13; p. 444, fig. 14.) 
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ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）
（
森
）

四
八

こ
う
し
た
寄
躍
の
完
成
は
、

初
期
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
に
お
い
て
は
側
面
構
造
上
不
可
欠
で
あ
っ
た
ト
リ
ビ
ュ

l
ヌ

（可－
σロロ白）

を
追
放
し
た
。

即
ち
、
側
廊
・
ア

i
チ
列
H
ト
リ
フ
ォ
リ
ウ
ム

（
E
r
z
E
S）
H
高
窓
が
、
比
処
に
お
い
て
側
面
構
造
の
典
型
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
乙
れ
ら

諸
要
素
の
う
ち
、
ト
リ
フ
ォ
リ
ウ
ム
と
は
、
側
廊
ア

l
チ
列
の
上
部
に
位
置
す
る
小
ア

l
チ
列
で
あ
り
、

n
r
R可
gw
河
内
山
自
由
の
全
体
、
及
び

〉
S
F
m
g
の
身
廊
部
に
お
い
て
は
、
そ
の
外
側
が
石
板
に
よ
っ
て
被
わ
れ
て
い
る
。

〉
自
ぽ
ロ
凹

の
祭
室
部
｜
｜
即
ち
一
二
五
八
年
以
後
の
現

場
ー
ー
で
は
、
こ
の
部
分
も
ガ
ラ
ス
窓
と
な
っ
て
い
て
、
高
窓
列
と
殆
ん
ど
分
ち
が
た
い
。
こ
れ
を
年
代
的
に
併
行
す
る

MNaBm
の
身
廊
部

の
現
場
と
比
較
す
れ
ば
、
前
者
の
現
場
が
、

い
ち
早
く
レ
イ
ヨ
ナ
ン
ト
様
式
を
と
り
い
れ
た
大
胆
さ
を
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
高
窓
列
は
、

ny目
立
同
町
聞
及
び

ma自
由
は
下
部
に
二
つ
の
細
長
い
窓
を
聞
き

（（
U

｝岡田同同同開田

に
お
い
て
は
高
き
七
米
）
、

上
部
に
一
パ
ラ
窓
を
聞
く
。

〉
自
山
由
自
に
い
た
れ
ば
、

ζ

の
二
つ
の
窓
が
更
に
そ
れ
ぞ
れ
二
分
さ
れ
て
、
各
一
つ
の
パ
ラ
窓
を
有
し
、
更
に
そ
の
上
部
に
一
パ
ラ
窓
を
冠
す

る
（
全
長
十
こ
も
乙
の
変
佑
は
結
局
壁
体
面
積
を
可
能
な
限
り
減
少
し
よ
う
と
云
う
努
力
の
あ
ら
わ
れ
に
他
な
ら
な
い
が
、
若
し
も

の｝回目立同

g
ゃ
、
遡
っ
て
司
R
S
以
前
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
窓
枠
内
に
残
存
す
る
壁
体
面
積
が
、
多
少
と
も
に
脊
躍
横
圧
力
を
支
え
る
の
に

役
立
っ
て
い
た
と
す
札
問
、
此
処
で
も
我
々
は
叉
し
で
も
〉
ヨ
吉
田
の
技
法
の
大
胆
さ
ぞ
印
象
ず
け
ら
れ
る
。

自
弓
窟
横
圧
力
は
、
こ
れ
ら
の
側
面
構
造
と
共
に
、
外
部
か
ら
の
飛
梁
（
同
店

l
r
g
g
E）
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
o
H
M
2
2
で
一
一
九
O
年
頃

か
ら
採
用
さ
れ
た
こ
の
構
注
閥
、
飛
躍
的
に
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
の
建
築
技
法
を
発
展
さ
せ
た
事
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
飛
梁
も
、
門
ur静岡

5
9

maSF
〉
5
－
g聞
と
進
む
に
つ
れ
て
、
そ
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
は
次
第
に
厚
み
を
失
い
、
逆
に
順
次
傾
斜
度
を
増
し
た
。
此
処
で
も
〉
B
芯
ロ
聞
は

そ
の
技
法
の
一
極
限
を
示
し
て
い
る
と
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
簡
単
な
鍍
述
か
ら
も
明
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
カ
テ
ド
ラ
ル
は
、
十
二
世
紀
の
初
期
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
様
式
か
ら
は
完
全
に
区
別
さ
る

三
層
構
造
は
、

F
S

べ
き
完
成
体
を
示
し
て
い
る
。
短
型
四
分
脊
陸
の
完
成
は
、
六
分
脊
陸
の
自
然
な
発
展
で
あ
る
事
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
を
支
え
る

デ
ア
ム
ピ
ユ
ラ
ト
ア
ー
ル

プ
ラ
ン
の
面
で
、
特
に
廻
歩
廊
と
放
射
状
祭
室
を
有
す
る

を
除
い
て
初
期
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
期
に
は
見
出
し
得
ず
、



祭
室
部
の
様
式
は
、
初
期
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
の

ω包
2
1ロ
g
F
Z
0
3
p
ω
g－2
に
は
見
出
し
得
る
が
、

な
い
。
後
二
者
の
当
該
部
は
特
に
シ
ト

l
派
風
の
円
頭
型
を
な
し
て
い
る
。

ω叩
ロ
♂
戸
田

o
p
司
間
同
日
聞
に
は
在
在
し

次
に
注
目
す
べ
き
は
、

【

U
Y国
立
同
角
川

mr
何冊目円ロ♂

〉
B
W
E
三
者
の
地
理
的
な
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
ロ
叩

1
r
1司同
g
g
の
周
辺

部
に
位
置
し
な
が
ら
、

し
か
も
こ
の
地
方
を
三
万
か
ら
か
こ
ん
で
い
る
。
従
っ
て
三
者
聞
の
位
置
は
、

H
M同
門
戸
印

を
中
心
と
し
て

n
r目
立
吋
何
回
l

阿
川
町
山
日
田
二
四
人
粁
、

n
r
R
R
g
E〉
B
－
g∞
一
一
一
一
五
粁
、

HNag∞l
〉
百
円
巾
ロ
凹

一
六
八
粁
と
云
う
関
係
に
あ
る
。

乙
の
関
係
は
、

こ
れ
ら
一
一
一
カ

テ
ド
ラ
ル
が
こ
れ
ら
の
み
の
相
互
的
影
響
の
下
に
そ
の
様
式
を
完
成
せ
し
め
た
と
す
る
仮
定
、
又
は
、
初
期
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
か
ら
の
直
接
の
影
響

関
係
の
仮
定
等
を
何
れ
も
無
条
件
に
は
成
立
さ
せ
ぬ
も
の
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
距
離
上
は
最
も
近
い
河
巳
ヨ
♂
〉
B
目
白
日
二
者
の
聞
に
、

大
胆
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
こ
の
両
者
の
聞
に
一
つ
の
中
間
項
を
要
請
せ
し
め
、

そ
の
根
本
に
お
い
て
は
相
等
し
く
と
も
、
相
互
に
相
岡
山
な
る
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。
即
ち
前
者
が
保
守
的
で
あ
る
に
反
し
て
、
後
者
は
極
め
て

か
ら
五
四
粁
の
距
離
に

そ
し
て
乙
の
要
請
は
、

刃
包
自
由

存
す
る

ω
0
5
0
5

乙
の
会
堂
は
、

そ
の
建
立
年
代
に
お
い
て
も
、

て
b
h
r
R
R
g
i
ω
o－mmOロ
＼
列
企
自
由
と
云
う
相
関
々
係
が
戎
々
に

出
／
〉
S
F
m
g

そ
の
様
式
に
お
い
て
も

の
カ
テ
ド
ラ
ル
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る
。

（

u
r
Rぽ
冊
目
に
酷
似
す
る
。
か
く
し
て
年
代
及
び
地
理
的
位
置
か
ら
、

推
定
し
得
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
我
々
は
こ
れ
ら
の
一
群
が
も
っ
共
通
項
と
そ
の
源
流
を
一
瞥
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
共
通
項
と
は
、
寄

デ
ア
ム
ピ
ユ
ラ
ト
ア

1
ル

擦
の
様
式
を
別
と
す
れ
ば
、
放
射
状
祭
室
と
廻
歩
廊
と
を
伴
う
祭
室
部
プ
ラ
ン
と
、
側
面
の
三
層
構
造
で
あ
る
。
祭
室
部
プ
ラ
ン
に
つ

｛初｝

い
て
は
、
近
く
は

ω曲
目
巳
ー
ロ

g
g
以
下

ω
g－F

Z。
ヨ
ロ
の
、
い
わ
ゆ
る
「

ω色
E
lり
g
u
派
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
と
、
古
典
期
の
祭
室
部

デ
ア
ム
ピ
ユ
ラ
ト
ア
ー
ル

プ
ラ
ン
と
の
相
関
々
係
に
つ
い
て
は
、
疑
う
余
地
が
な
い
で
あ
ろ
う
が
、

ω丘
三

l
u
g－
回
以
前
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
廻
歩
廊

と
放
射
状
祭
室
の
在
在
自
体
は
、
ー
ー
た
と
え

ω丘
三
ー
ロ

g即日

｛幻）

Q
Cロ
吋
派
の
様
式
に
ま
で
我
々
を
遡
ら
し
め
る
。
側
面
三
層
構
造
は
、 で

こ
れ
ら
が
殆
ん
ど
新
し
い
形
を
と
と
の
え
て
い
る
に
せ
よ
｜
｜
少
く
と
も

初
期
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
期
で
は

F
S
に
の
み
見
出
さ
れ
る
が
、

こ
れ
こ

ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）

（森）

四
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ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）

（＃林）

五。

そ
他
な
ら
ぬ
ロ
ロ
ミ
派
の
産
物
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
特
に
高
窓
列
及
び
そ
の
周
辺
の
壁
体
の
処
理
を
、
苛
融
支
持
の
観
点
か
ら
考
察

し
て
、
ロ
ロ
ミ

l

r
－2
1り
g
u
↓
司
g
m
l
n
y
R可
g
l
H
N巳
自
由
の
発
展
系
列
の
推
定
が
、
（

uza
を
復
原
し
た
わ
O
E
E
自
身
に
よ
っ

て
な
さ
れ
て
い
る
事
は
、
如
上
の
仮
定
を
強
め
て
い
る
と
云
え
よ
う
。

（U
Eロ
可
修
道
会
に
お
い
て
、
修
院
（
国
ゲ
ゲ
品
目
）
は
己
ロ
ロ
可
唯
一
つ
で
あ
り
、

こ
の
母
か
ら
各
地
に
娘
修
道
院
な
己
四
日
食
）
が
分
れ
て
行

っ
た
よ
う
に
、
こ
の
一
大
帝
国
の
及
ぶ
と
こ
ろ
は
、
例
外
な
く

0
5『
口
同
の
教
会
堂
様
式
が
及
ん
だ
。
特
に
十
二
此
紀
前
半
の
回
o
z招
o
m
s

は、

p
s
q
l－
？
冨

g
E
以
下
同
派
の
修
道
院
附
属
教
会
堂
の
み
な
ら
ず
、
〉
ロ
E
P
回
2
5
m
等
の
カ
テ
ド
ラ
ル
や
教
区
教
会
堂
ま
で
が
殆

ん
ど
同
一
様
式
を
採
用
す
る
に
い
た
っ
た
。
市
し
て

ω町
田
は
地
理
上
正
し
く
切
O
R
m
o
m
s
に
接
し
て
い
た
訳
で
め
る
。
従
っ
て
此
処
の
カ
テ

ド
ラ
ル
が
、
初
期
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
教
会
堂
群
中
唯
一
の
三
層
側
面
構
造
を
と
っ
て
い
る
理
由
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
得
る
か
も
知
れ
な
…
t

以
上
の
主
と
し
て
建
築
物
そ
の
も
の
の
分
析
を
通
じ
て
の
所
与
か
ら
、
我
々
は
問
題
を
次
の
よ
う
に
限
定
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
対
象

の
範
聞
と
し
て
は
、
直
接
的
に
は
わ
ゲ
曲
三
円
g
w
m
a
g
m
u
〉
g
－m
g
の
三
カ
テ
ド
ラ
ル
に
、
同
一
群
に
属
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る

ω念日
8
5

の
カ
テ
ド
ラ
ル
を
加
え
る
。
間
接
的
に
は
こ
れ
ら
の
建
築
様
式
の
源
流
を
な
す
も
の
と
推
定
さ
れ
る
ロ
ロ
ロ
可
修
道
院
附
属
教
会
堂
（
Q
ロロ可

口
同
）
及
び
同
派
の
切
。
ロ
括
o
m
z
地
方
の
詩
修
道
院
（
官
－

2
弘
印
）
教
会
堂
辞
及
び
同
一
様
式
を
っ
た
え
る
教
会
堂
群
を
念
頭
に
お
く
。
そ
し

て
乙
の
範
囲
内
で
、
如
何
な
る
社
会
的
関
係
が
、

こ
の
様
式
を
採
用
し
、
或
は
そ
の
成
立
を
助
け
た
か
を
考
察
し
た
い
。
以
下
第
二
章
以
下
は

そ
の
直
接
当
事
者
た
ち
｜
｜
建
築
家
及
び
司
教
時
聖
堂
参
事
会
（
各
国
立
可
伺
）
｜
｜
と
、
そ
の
頂
点
に
立
つ
司
教
、
大
司
教
、
修
道
院
長
等
を
考

察
の
対
象
と
し
、
可
能
な
限
り
王
と
の
関
係
を
も
確
か
め
た
い
と
思
う
。

註

ω
太
表
は

m－
V
向。
H

－mf
h
b
q
b
H示
、
さ
な
た
の
ぎ
ミ
『

h
p
5
5生命

hw円
山

4
M
M匝円－
mwH由
印

mrMV同
YH叶
llNrN∞w品

ωwAHmrEhF・
ロ
由
同
出
回
目

mop

h
a
の
bHP弘
、
『
ミ
由
民
同
河
町
民
連
M
V

印。晶子

H
M
m
E
9
5
E
U
問者－

NNIN甲
山
〉
・

切
D

－57
h
a
【リミ』抽

h
a
s』
崎
、
、
由
連
社

gw
問
。

b
p
u
E
H
F
S
S
U
3・

F

N由
U
3
1
8・
（
何
れ
も

F
E
g
p向。ロ
o
m
S
H
U
Z
g
ι
2
0
5ロ含



仲

L
E
n
s《

r
z
m，

gロ
円
。
・
）
に
よ
っ
て
作
製
し
た
。
も
と
よ
り
各
年
代

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
論
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
個
々
に
検
討
す
る
手

段
が
な
い
の
で
、
註
記
す
る
労
を
は
ぷ
い
た
。
主
た
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
本
論
中
に
言
及
す
る
。

ω
ζ
R
E
w
e－円九
F

・

3
・
ロ
i
M
O
W
N
∞
・
司
E

－Zユ
の
会
堂
は
一

O
三

七
年
十
月
十
七
日
献
堂
の
も
の
で
、
未
だ
木
造
天
井
を
有
し
て
い
た
。
長

さ

H
Sヨ
幅

E
g
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
、
大
規
模
な
も
の
に
属
す

る。

ゆ

り

m
B白山
ωop
也、－

n
p
w
℃同｝・由
lH0・
十
二
世
紀
の
カ
テ
ド
ラ
ル
に
つ

い
て
、
そ
の
詳
細
は
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
現
容
の
も
の
と

ほ
ぼ
等
し
い
規
模
を
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
事
は
、
一
九
一
四

l
一
九
一

八
年
の

U
B
2
H
の
発
掘
に
よ
っ
て
明
か
に
な
っ
た
。

ω
切
口
店
内

Hwbhw－
町
民
同
・
ゐ
司
・
申
lH0・
既
存
の
カ
テ
ド
ラ
ル
は
、
一
一
一
二

七
年
着
工
、
一
一
五
二
年
献
堂
の
も
の
で
、
様
式
は
ロ
マ
ネ
ス
ク
で
あ
る
。

ω
冨
・
〉
E
Z
z・
h
a
。
a
p誌
、
注
同
母
。
宮
司
守
a
w

－－E
F
s
m
N
w
唱・

5
・

刷
こ
れ
ら
三
カ
テ
ド
ラ
ル
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
様
式
の
一
貫
性
は
、
特
に

ゴ
テ
ィ
ッ
ク
期
に
関
し
て
必
ず
し
も
一
般
的
で
は
な
い
。
「
新
し
い
建
築

家
が
す
べ
て
の
独
創
性
を
す
て
て
、
そ
の
先
輩
た
ち
の
モ
デ
ル
を
写
し
と

る
に
閉
山
り
、
例
え
ば
、
そ
の
先
任
者
が
祭
室
部
に
つ
い
て
引
い
た
プ
ラ
ン

と
フ
ォ
ル
ム
を
、
身
廊
部
に
も
適
用
す
る
に
留
る
と
い
っ
た
撃
は
、
店
側
め

て
稀
な
例
に
属
す
る
。
反
対
に
こ
れ
ら
の
建
物
は
、
そ
れ
ら
の
各
部
分
が

属
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
徴
を
、
む
し
ろ
保
存
し
て
い
る
事
が
認
め
ら

れ
る
。
」
（
ω
s
g
w
h
s
h
R
E
H
h
h
H
a
a
G
R
U
b
H
p
h
a『ミ
RMhqHb企
RSW

司
白
巴
♂
］
戸
由
N
由w

回以・

ω由・）

ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）

仰本表はg－〉E官同fnaH堂、『ha同舎の？ミ『8・3・尽lHUU
開・出052・』hsa言、雲母芯。ahFSa芯＆63ミ5・

（U『岡田町同HguH申N吋u司－H∞UO冊目曲目白op－』甲・町民同・・同M・ω由・ロ・］「引

回052・色、・忌J司・NHwロHUの・ω・ω350EFミミ芯lHVS達

也＼HqegwSHb司君由目、HbR芯回世予hh凶同豆、宮崎ph阿ねる

bsミミミミミceHF匹町民号室芝草RZ2出雲gU58・
匂－5rによって作

製した。

ω更にこの点の理解
を助けるために、

ω450EF色、・門戸祖

国M・5ゲロ・同・に示
された初期ゴティァ

ク群との『恒三円冊目の

簡単な比較を掲げ
る。

刷拙稿「初期ゴシッ

ク教会堂の成立」

匂司・ωN－U臼（HN∞lHN申」u

uE』品。（HωNSHω由）。

側全長については

列企自由が、身廊一例｜

柱心から柱心、側廊

を含まずーについて

はわrミ可g（EOEl

長｜身廊幅｜湾 窟 主同主

口1 m 

1too（~以：：前：年年) Senlis 67.00 9.70 

Noyon 103.00 10.50 22.刈以後）
Laon 90.00 12.00 24.00 

Sens 113.50 15.25 24.40 

Paris 122.50 13m～14m 32.50 

Chartres 130.00 16.40 36.05 

（森）

五



ゴ
テ
ィ
フ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）

2
7
也、．円九同・切同
v
・
H

∞
・
）
が
最
高
の
数
字
を
示
す
o
湾
径
一
口
同
に
つ
い
て

〉
自
芯
ロ
加
は
回

gロ
〈
曲
目
前
の

A
H
m
w
B
－M
O

（
〈
・
円
四
阿
｝
】
0
ロ
L
u
h
a

qbHb
、九回、
aH』h
h柏
町
切
箆

HHSね
な
・
ロ
OEd話－
z
b
p
w
H
V国同町田
w
］戸甲山凶白”唱・

ωω
・

ロ
－
F
）
に
及
ば
ぬ
が
、
後
者
は
、
工
法
が
い
さ
さ
か
大
肌
に
過
ぎ
て
、
一

二
七
二
年
完
成
後
約
十
年
に
し
て
、
二
一
八
四
年
に
崩
壊
し
、
再
建
さ
れ

た
（
F
m
Z
S品・』－n・

s．H
・・日
u
・
ロ
・
）
。
従
っ
て
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
工
法
に

よ
る
湾
陵
高
の
限
界
は
、
〉

g
s
g
の
そ
れ
に
容
す
る
と
考
え
ら
れ
よ

、円ノ。
ω
先
に
か
か
げ
た
カ
テ
ド
ラ
ル
各
部
の
建
立
推
定
年
代
表
に
よ
っ
て
も
明

か
な
如
く
、
如
氏
自
由
の
身
廊
部
は
、
正
面
基
部
の
建
設
を
閲
に
は
さ
ん

で
、
二
現
場
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
か
ら
、
十
三
世
紀
に
は
正
面

が
納
廊
に
続
く
五
梁
聞
に
披
続
し
て
建
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
約
百
年
し

て
、
戴
冠
式
の
際
の
群
衆
を
収
容
す
る
た
め
に
身
廊
を
の
ば
す
必
要
が
生

じ
、
王
の
命
に
よ
っ
て
、
正
面
を
今
日
の
位
櫨
に
移
し
、
身
廊
三
梁
聞
を

加
え
た
と
云
う
伝
承
が
あ
る
。
こ
の
事
自
体
全
く
あ
り
得
ぬ
事
は
言
を
ま

た
な
い
。
第
一
に
こ
の
王
の
命
令
は
残
仔
せ
ず
、
第
二
に
巨
大
な
正
面
の

石
を
く
ず
し
て
後
、
こ
れ
を
積
み
な
お
す
ま
で
、
こ
の
石
材
群
を
掻
く
場

所
を
見
出
し
得
な
い
。
ロ

2
5－S
F
も
・
ミ
－

W
3・日仏

1
N
印・

回
忌
叩
己
申
仲
畑
也
、
・
同
誌
－

w
H
M・

2
・u

ロ
叩
虫
色
m
o
p
也、・町民同－

wHU・臼由・一

回
a
s
p
－、－

a
H
J
M
M－
Mω
・
此
処
で
一
応
、
ォ
ヲ
l
ヴ
湾
経
（
4
D
P
S

円
高
z
g
w
n
g
u
e
仏
wcm－Z
印
）
の
一
般
的
な
説
明
が
要
求
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
寄
留
様
式
は
、
石
造
天
井
に
必
然
的
に
伴
、
つ
四
時
陸
横
圧
力
の

処
理
の
た
め
に
要
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
十
三
世
紀
の
古
典
期
の
そ

れ
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
半
円
形
の
ア
l
チ
｜
｜
こ
れ
を
オ
ジ
l
ヴ
と
呼
ぶ

（森）

五

ー

l
二
本
が
基
本
と
な
る
。
梁
間
（
昨
日
正
ぬ
）
に
対
角
線
を
な
し
て
ま
ず

オ
ジ
l
ヴ
二
本
を
交
叉
せ
し
め
て
梨
し
、
梁
闘
の
建
物
納
と
直
角
汝
び
平

行
の
諸
辺
に
そ
れ
ぞ
れ
ア

l
チ
を
架
し
て
｜
｜
前
者
を
ド
ウ
プ
ロ
1

2
2－urEH）
・
後
者
を
フ
ー
ル
ム
レ

Q
2
5叩
B
Z）
と
呼
ぶ

l
1枠

と
し
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
空
間
を
八
街
の
球
面
三
角
形
に
分

っ
て
、
砕
石
を
も
っ
て
埋
め
、
セ
メ
ン
ト
で
か
た
め
る
。
こ
の
構
造
は
、

次
の
よ
う
な
利
点
を
有
し
て
い
る
。
即
ち

ω
四
時
隆
の
全
百
一
説
、
横
圧
力
が
、
合
迎
的
に
四
備
の
柱
に
導
か
れ
、
解

決
さ
れ
得
る
。

ω
従
っ
て
堅
体
面
積
、

縮
少
し
得
る
o

及
び
側
面
構
造

（恥－
b
a
q
由民ロロ）

を
極
限
ま
で

デ
ア
ム
ピ
ユ
ラ
ト
ア
ー
ル

同
如
何
な
る
形
の
笠
間
に
も
｜
｜
例
え
ば
祭
室
部
廻
歩
廊
や
放
射
状

然
史
の
如
き
｜
｜
適
則
が
可
能
で
あ
る
。

我
々
が
こ
の
オ
ジ
l
ヴ
湾
陸
を
も
っ
て
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
建
築
の
第
一
原
理
乃

至
は
桜
識
と
し
、
史
に
そ
の
初
例
を

E
r
z
ω
ロ
四
巾
円
の

ω
丘
三
l
u
g－凹

に
求
め
る
こ
と
は
、
今
夏
再
説
を
妥
し
な
い
。
ち
な
み
に
、
十
二
世
紀
に

お
い
て
は
、
未
だ
こ
れ
の
み
で
は
充
分
に
湾
陸
横
圧
力
を
解
決
し
得
ぬ
た

め
、
オ
ジ
l
ヴ
の
交
点
に
、
更
に
一
本
ド
ウ
ブ
ロ
！
を
加
え
て
補
強
し

た
。
こ
れ
を
六
分
湾
鐙
（
4
O
p
s－田巾
4
R
E
S
と
呼
ぶ

o
Q－〈
E
F
7

】？
U
E
p
b常
時
骨
還
さ
札
ミ
『
白
政
S
柏崎忠弘司』
uhH3P凡な回目ま抽母、目、む芯
ihaMhh出
寵

旬
、

s
N宮崎弘川町』白”同・』

jH・
4
。
《
《
U
S
H

－
P
、今
a
h一v
u
E－
〉
宮
各
国
HF

S
色』』
hht』千
N
V
R
n
h
h
E
『a
s
s
hな
唱
お
遣
、
＆
喧
－
au
】M
R
2・

5
2
u

（

uro
－aw
M
N
r
h
q吉
弘
同

E
3さ
ミ
ミ
h
w
H－
h
h
E
H
2
・
S
N
P
3
・

M
∞∞
l
U
0
0
・



帥

冨

2
－2
・
也
、
・
忌
・
・
同
Y
U
H
i
g
h
U
2ロ曲目
m
o
p
e－
門
戸
・
唱
・

8
u

図。－ロ何時一切也、－

nhH・・同
Y
N
U
t
N由・

湾
陸
横
圧
力
は
更
に
側
面
か
ら
、
側
廊
及
び
ア
l
チ
列
、
ト
リ
フ
ォ
リ

ウ
ム
に
よ
っ
て
、
叉
そ
の
外
側
か
ら
は
、
飛
梁
及
び
扶
援
体
に
よ
っ
て
支

持
さ
れ
る
。
六
分
毎
窟
を
架
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
部
分
は
二
つ
の
制
約

を
課
せ
ら
れ
た
。
即
ち

①
側
柱
列
が
一
本
お
き
に
、
ォ
ヲ
l
ヴ
、
フ
ォ
ル
ム
レ
、
ド
ウ
ブ
ロ
l

を
受
け
る
も
の
と
、
中
間
の
ド
ウ
ブ
ロ
l
を
受
け
る
も
の
と
に
分
た

れ
、
従
っ
て
、
前
者
は
副
柱
を
多
く
伴
っ
た
強
柱
に
、
後
者
は
単
純
な

弱
柱
に
と
、
交
代
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

②
側
廊
と
ト
リ
フ
ォ
リ
ゥ
ム
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
る
の
で
、
こ
の
二

者
の
聞
に
、
ト
リ
ビ
ュ
！
ヌ
を
も
う
け
た
。

こ
れ
ら
は
同
M
R
Z
の
段
階
に
な
る
と
、
柱
列
下
部
を
円
柱
に
統
一
し
、
ト

リ
ピ
ュ

i
ヌ
を
残
し
て
、
ト
リ
フ
ォ
リ
ヮ
ム
の
位
置
に
パ
ラ
窓
列
を
開
き

得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
共
通
の
目
的
と
し
て
、
高
窓
列
の
関
口
面
積
を
如
何

に
し
て
確
保
す
る
か
と
云
う
課
題
に
奉
仕
し
て
い
る
が
、
中
内
典
期
の
三
層

構
造
は
、
そ
の
最
良
の
解
決
を
示
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
一
見
に
レ
イ
ヨ

ナ
ン
ト
様
式
時
代
に
な
る
と
、
ト
リ
フ
定
リ
ゥ
ム
を
も
廃
し
て
、
高
窓
を

誌
張
し
、
ニ
層
構
造
を
と
る
に
い
た
る
。
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＆
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震
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N
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g
i
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m
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r
o日明ア也、－

nH．H・－唱・

ιNAHm仲田昌・
uω
晶司自
OE♂
也
、
．
円
た
－

w
匂－

Hω
印・

ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）

。仲間門戸・

帥
同
・
』
・
《
U
S
B
F
♀

s－a
e
a
s
苦
て
ね
龍
之
宮
h
h
J
b芝
塁
柿
色
、

H君
、
h
a
E
E
h
w匂
lNNNHW
。曲
N
一
喜
四
円
宮
田
町
田
EMl〉

E
－
雷
同
『
－

F
同
町
内
タ
〈
D
F
N由・

5
8
t品吋
w
宅－
HωHIHuu・

帥
呂
・
〉
z
r
2・』
4
s
h
t
b
s
h
た
MMS『
な
苫
－

H
a
l
g
a－

帥
富
市
同
－
2
・也、・

a
F
・

3
・8
t
u閉
山
口
冊
目
白

2
8・
e
・町
R
・

3
・日間・

品。

u
H
w
a
p冊目一－也、・

hhH・・喝－

AFH・

帥
こ
れ
ら
初
期
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
会
堂
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
参
照
。

帥
こ
の
距
離
は
、
現
行
の
フ
ラ
ン
ス
国
道
の
そ
れ
で
あ
る
。
。
r
R宵
g
l

〉
B
－g
p
。
r
R
q
g
l列
企
包
帥
の
距
離
は
何
れ
も
】
M
R
U
経
由
で
あ
る

が
、
こ
の
経
路
は
ほ
ぼ
直
線
距
離
に
近
い
。
十
三
枇
紀
の
交
通
路
と
今
日

の
そ
れ
の
相
違
を
、
厳
密
に
立
証
す
る
こ
と
は
、
笠
当
り
不
可
能
で
あ
る

が
、
大
差
な
き
も
の
と
推
定
し
た
。

側
同
M－
F
S
O
L
S噌
同
ehbH．『白色
h

E
ミ
・
同
・
戸
富
O吉
田
国
間
巾

2

件
。
ョ
宮

g
o円r
W
E
E－
N。bL－
w
H
M
R
Y
H由日
0
・－
VHYH印
P

H
由
吋
・
見
。
l

Hご・

ω
o
g
b
g
の
祭
室
部
の
完
成
は
＝
二
二
年
、
身
廊
部
は
一
一
一
二

五
年
。
規
模
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
く
（
湾
窟
高
三
O
米
）
、
特
に
納
廊
部

が
半
円
型
で
、

zas
の
影
響
下
に
あ
る

3
a
B
S♂
色
、
．
町
た
・
・

同Y
H
H
H
S
M
M
g回
目
白
・
）
。
し
か
し
全
体
と
し
て
、
こ
の
カ
テ
ド
ラ
ル
は
明

ら
か
に
「
の
炉
問
可

g
の
娘
」
で
あ
る
。

側

ω
a
g
E
H
w
e－

n
p
・
MM－
H
H
N
2
2・

帥

一

O
八
九
年
に
着
工
し
、
一
一
三
五
年
に
完
成
し
た
｜
｜
ナ
ル
テ
ッ
ク

ス
の
完
成
は
一
一
一
二

O
年

l
l
s
s
uニ
ロ
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
際
し

て
没
収
さ
れ
、
一
七
九
八
年
に

N
W
O
E
－
g
o
r・
で
、
玄
釦
noロ
の
商
人

（森）

五



の
三
カ
テ
ド
ラ
ル
の
建
築
技
術
が
、

そ
の
当
事
者
の
内
に
は
当
然
そ
の
技
術
忍
マ
ス
タ
ー
し
た
専
問
家
の
存
在
を
我
々
に
予
想
き
せ

る
。
し
か
し
な
が
ら
十
三
川
紀
に
入
つ
で
も
、
こ
の
こ
と
は
十
二
世
紀
の
場
合
と
同
じ
く
、
彼
ら
の
存
在
を
一
店
す
史
料
は
）
極
め
て
乏
し
い
。
幸

い
に
）
刃
包
宮
田
五
」
〉

B
ぽ

B
の
坊
に
、
そ
の
身
郎
部
舗
石
上
の
ラ
ピ
ラ
ン
一
口
（

F
S巴
E
r
m）

ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）

に
売
却
さ
れ
た
。
後
者
は
一
八
O
O
l
一八
O
一
年
に
道
路
を
ひ
ら
く
た

め
に
こ
れ
を
破
壊
し
、
一
八
一
一
年
に
中
止
は
し
た
が
、
そ
の
後
一
八
二

三
年
ま
で
残
部
も
次
第
に
崩
媛
し
た
の
で
、
今
日
柏
廊
部
の
一
部
（
南
）

し
か
残
存
し
て
い
な
い
。

主
と
し
て
の
B

S

H

に
よ
っ
て
復
原
さ
れ
た

O
E可
H
H
H

の
プ
ラ
ン

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
双
格
の
正
面
に
続
き
、
五
梁
聞
の
ナ
ル
テ
ッ
ク
ス

（
三
三
米
）
、
ニ
震
側
廊
を
そ
な
え
た
十
一
梁
間
の
身
廊
部
（
長
さ
六
八

デ
ア
ム
ピ
ユ
ラ
ト
ア
l
ル

米
、
幅
一
二
六
・
六
O
米
）
二
震
柏
廊
、
及
び
廻
歩
廊
と
五
放
射
状

祭
室
を
伴
、
つ
祭
窪
部
（
内
陣
ま
で
三
九
米
、
廻
歩
廊
一
隅
五
・
五
O
米
、
放

射
状
祭
室
長
四
・
五
O
米
）
、
全
長
一
七
一
米
の
規
模
を
有
す
る
。

r
g
〈
町
a

w

－h
w
b
守
宮
し
宅
問
た
の
を
苫
H
U
品。

E・
同

O
E
O－
F『

U
u
H
U印
叶

w

－
M
M
M
－

H
ω
w
M叶
w
u
o
’臼］｛・

倒

Q
Eロ可
H
H
H

の
出
川
浩
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
湾
爆
は
半
川
筒
型
四
時
隆

（
S
E
R
E－

r
O
5
2ロ
）
で
、
（
湾
陵
高
三
O
米
）
そ
の
断
面
及
び
ド
ウ

ブ
ロ
l
は
尖
頭
ア
l
チ
型
で
あ
る
。
そ
の
横
圧
力
は
主
と
し
て
壁
体
（
厚

二
、
建
築
家
と
現
場
の
労
働
力

前
章
に
お
い
て
述
べ
た
如
く
、

（

U
V回
同
同
同
町
田
w

何
冊
目
自
由
u

〉
日
目
刊
ロ
∞

lま

ほ
ぼ
極
限
を
示
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

（森）

五
四

さ
ニ
・
三
五
米
）
、

r
p
リ
フ
ォ
リ
ゥ
ム
、
三
重
側
廊
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
た
。
そ
し
て
高
窓
を
も
含
め
て
三
O
一
の
窓
を
開
く
事
を
敢
え
て
し
た

が
、
一
一
二
五
年
に
崩
壊
し
、
そ
の
後
再
建
さ
れ
た
部
分
は
外
か
ら
飛
梁

で
支
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
た
れ
た
。
問
・
同
・
。
。
回
目
ZU
也、－

R
T

〈
ご
円
。
u
J

也、．町民－
w

同
M
司・

ω
0・E
ω
H
－u
の
ro目印
u
J

也
、
．
江
戸
切
口
・
日
M

－N
H由

。
仲
間
円
山
・

倒

ω巳
ロ
マ
ロ

g
u
の
現
教
会
堂
身
廊
部
は
レ
イ
ヨ
ナ
ン
ト
様
式
で
あ
る

が、

ω
E
m
R
当
時
の
そ
れ
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ

る
o
n
g
m
S
の
発
掘
は
、

ωEmR
当
時
の
工
事
が
柏
廊
部
に
続
く
身
廊

部
ニ
梁
間
に
留
る
事
を
明
か
に
し
た
。
残
部
は
差
当
り
、
カ
ロ
リ
ン
ガ
朝

期
の
身
廊
を
利
用
し
て
い
た
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
梁
間
に
つ
い
て
も
構

造
は
明
か
で
な
い
。

。
D
凹
ず
可
・

ω－

Z－
w

之
町
在

h
H
g
s
h
h
b湾

S
H
b
h
b
g
e
g
ミ
込
也
、

h山
町
営

hib時
三
少
の
国
N
2
Z
L
g
固
め
白
ロ

H1〉司
F
F
U内M
内M
内
〈
ア
〈
D
F
N昂
w

H
申
AHUJ

司自
Y
H
H由
l
H
N
0
・］
F
N
A
H
i
H
N

∞・
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
様
式
の
そ
れ
と
し
て

中
央
の
大
理
石
板
上
に
、
そ
れ
ら
棟
梁
遠
の



存
在
と
名
と
を
伝
え
て
い
た
。

〉
白
山
町
自
の
ラ
ピ
ラ
ン
ト
中
央
石
板
は
、
下
記
の
如
き
銘
文
を
有
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

「
紀
元
二
二
一

O
年
ニ
、

コ
ノ
教
会
ノ
業
ハ
始
メ
ラ
レ
タ
。

教
区
ノ
司
教
ハ
当
時
間
司
阻
止

2
0
司

o
g
E
0
5
デ
ア
リ
、

フ
ラ
ン
ス
王
ハ

EM－－同志向】冊

ω由
民
自
（
〉
ロ
m
g
S）
ノ
子

F
o
E印
デ
ア
ル
。

コ
ノ
業
ノ
長

（B
間
四
件
同
町
品
目
可
O
伺ロ
4
H
O
）
タ
り
シ
モ
ノ
ハ
問
。
σ四
三
色
白

FH』N
由同
n
v
g
ト
呼
パ
レ
、
ソ
ノ
ア
ト
ハ
叶
r
o
s
a
仏
m
n
o
H
g
o
E
ガ
ツ
イ
ダ
。

（

zv 

コ
ノ
銘
文
ヲ
置
カ
セ
タ
。
」

サ
ラ
ニ
ソ
ノ
後
ハ
、

ソ
ノ
息
如
何
ロ
由
民
ガ
ツ
ギ
、
彼
ハ

紀
元
一
二
八
八
年
ニ
、

以
上
の
銘
文
か
ら
、
我
々
は
〉
B
－g∞
の
設
計
者
が
問
。
ぴ
叩
2
r
F
E
R
n
r
g
で
あ
っ
た
こ
と
を
疑
わ
な
い
し
、
又
、
今
日
復
原
さ
れ
て

い
る
中
央
石
板
上
の
四
人
の
像
が
、
｜
｜
後
に
述
べ
る
河
内
旨
岡
田
の
当
該
部
か
ら
類
推
し
て
、

l
｜
司
教
に
し
て
当
カ
テ
ド
ラ
ル
建
立
の
開
始
者

で
あ
る
尽
円
阻
止
仏
m
g
E宏
司
と
、
三
人
の
棟
梁
遥
で
あ
っ
た
と
す
札
成
、
カ
テ
ド
ラ
ル
建
立
に
当
っ
て
彼
ら
に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
責
任
と

名
誉
の
大
き
さ
を
疑
わ
な
い
。

他
方
、
如
上
の
一
般
の
解
釈
に
対
し
て
、

《
B
目
白
神
話
骨
て
0
2
4
8》
｜
｜
包
括
－
2
2
0宮門戸
m
w
g田
m
g
E

。
官
同
国
同
ロ
旨
｜
｜
と
云
う
表
現
が
、
当
時
い
わ
ゆ
る
棟
梁
を
意
味
せ
ず
、
工
事
現
場
の
、
特
に
経
済
面
で
の
最
高
責
任
者
を
指
し
て
用
い
ら
れ

た
亨
伊
－
思
ふ
川
町
、
如
上
の
推
定
は
、
必
ず
し
も
無
条
件
に
受
い
れ
ら
れ
る
－
も
の
で
は
な
く
、

上
記
の

HNormE
仏四一戸ロ
N
回同
n
y
g
に
し
て
も
、

そ
の
名
が
ほ
ぼ
同
時
代
の

z
a
oロ
の
一
文
書
中
に
、
司
教
時
聖
堂
参
事
会
員
令
官
ロ
o
s
o）
の
資
格
で
見
出
さ
れ
る
事
実
に
、
別
箇
の
意
味

を
与
え
得
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
差
当
つ
て
は
、
余
り
に
も
一
般
佑
し
た
建
築
家
、
〉
S
F
m
g
の
設
計
者
と
し
て
の
彼
の
栄
光
を

く
つ
が
え
す
に
足
る
充
分
の
史
料
は
な
い
。
そ
の
場
合
に
も
、

F
E
R
n
r
g
と
云
う
地
れ
引
い
山
ら
、
彼
が
〉
B
F小口
0
2
或
は

E
S
E
－m出
身
者

で
な
い
事
は
、
ど
う
や
ら
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。

る？
。》~
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ま忌
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解
読
不
能
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あ
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且
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
銘
文
が
付
き
れ
て
い
た
模
様
で
あ

一
二
一
一
年
に

ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）

（森）

五
五



ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）

（森）

瓦
六

当
該
カ
テ
ド
ラ
ル
の
定
礎
を
行
っ
た
大
司
教
〉
ロ
ゲ
ユ
仏
何
回
口
B
寸
町
三
で
あ
る
こ
と
は
、

ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
そ
れ
を
か
こ
む
四
隅
の
張
出
し

の
銘
文
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

先
ず
入
口
か
ら
向
っ
て
右
側
。

「切四円岡阿国同仏向日開

ω
o－m
m
Oロ凹

十
五
年
間
業
ノ
長
（
B
回
目
片
足
仏
2
2
4
5
m何回）

ニ
シ
テ
、
五
梁
間
ヲ
ナ
シ
、

西
ニ
〔
窓
ヲ
U

閲
イ
タ
。
」

向
っ
て
左
側
。

「の田口
n
r
R
円四四

m
m
－B
叩

八
年
間
長
ニ
シ
テ
、
庇
（
40ロ回国号
g
）
ト
扉
口
ヲ
開
イ
タ
。
」

祭
室
部
よ
り
、
向
っ
て
右
。

「』

gロ
向
。
円
宮
町
田

彼
ハ
教
会
堂
ノ
頭
部
（
－
国

no広岡市）

ヲ
始
メ
タ
。
」

向
っ
て
左
側
。

「』巾
g
F
F
O
Z
H
Y
彼
ハ
十
六
年
間
当
教
会
ハ
工
事
ノ
U

長
デ
テ
リ
、
扉
口
〔
ノ
工
事
〕
ヲ
始
メ
タ
。
」

以
上
四
人
の
う
ち
、
こ
の
カ
テ
ド
ラ
ル
の
設
計
者
｜
｜
即
ち
全
体
を
立
案
し
、

一
二
二
年
以
後
の
工
事
を
指
導
し
た
人
物
｜
｜
は
、
「
教

会
ノ
頭
部
ヲ
始
メ
タ
」

』
gロ円四
d
F巳
凹
で
あ
る
事
は
自
明
で
あ
る
。

そ
の
名
か
、
り
し
て
、
彼
が
剛
山
町
一
B
明
大
司
教
区
中

ω
0
5。
ロ
凹
司
教
区

し
か
も
一
般
に
云
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
。
円
ぴ
白
一
回
修
道
院
付
属
教
会
の

頭
部
が
河
町
山
自
由
の
そ
れ
と
酷
似
す
る
点
は
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
色
の
で
あ
る
。

に
属
す
る
。
号
同
町
田

（
叉
は

roc品
門
可
O
争回目印）

の
出
身
で
あ
り
、

同町田口

L
・o
F包
印
が
こ
う
し
て
当
カ
テ
ド
ラ
ル
の
祭
室
部
か
ら
始
め
た
と
す
れ
ば
、

そ
し
て
叉
そ
れ
を
完
成
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

当
該

部
を
完
成
し
袖
廊
に
及
ん
だ
の
は
、
「
扉
口
ノ
工
事
ヲ
始
メ
タ
」

T
S
F
円
。
己
℃
か
、
或
は
「
庇
ト
扉
口
ヲ
閲
イ
タ
」

で
あ
る
。
そ
の
順
序
に
つ
い
て
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
が
、
袖
廊
正
面
の
印
象
と
、
西
正
面
の
準
や
か
な
此
（
4
0
5印
己
目
印
）
の
印
象
と
を
比
較

。
田
口
口
「
四
円
向
日
白
河
冊
目
ヨ
回

す
れ
ば
、
袖
廊
扉
口
を

F
S
F
F。
毛
の
仕
事
と
し
、

のき一円
r
R
仏
叩
河
内
一
自
由
は
む
し
ろ
西
正
面
三
扉
口
に
あ
て
ら
る
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。
西



正
面
は
扉
口
が
建
設
さ
れ
て
、
始
め
て
大
パ
ラ
窓
を
冠
し
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、

パ
ス
で
大
き
な
円
を
描
い
て
い
る
そ
の
図
像
か
ら
し
て
（

ω、
大
パ
ラ
窓
の
作
者
と
し
て
の
g
n
r向
島
町

H
E
S印
の
後
に
来
る
。

「
西
ニ
窓
ヲ
開
イ
タ
」

回
冊
目
阻
止
骨

ω
a
g
o
g
は、

コ
ン

こ
う
し
て
四

人
の
棟
梁
の
序
列
は
、
ほ
ぼ
確
定
し
得
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
各
部
の
建
設
年
代
の
推
定
も
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
身
郎
部
に
つ
い

て
は
、
回
目

B
R門日仏伺
ωo－m
m
O
ロ凹

（ロ山口
G
4
0
p
s
m）

HNor由
同
庁
仏
刊
の
oロ
ロ
可
（
↓
－
u
ご
）
で
あ
っ
た
）
O

不
幸
に
し
て
我
々
は
わ
F
R
R
g
の
建
築
家
の
名
を
知
ら
な
い
が
、
如
上
の
所
与
は
、

の
建
設
し
た
「
五
梁
間
」

と
正
面
を
つ
な
い
だ
の
が
、
伝
説
的
に
「
Z
cロ目
l
U由
B
伺
骨

岡
山
閉
山

B
∞
の
不
滅
の
作
者
し

乙
の
時
期
の
カ
テ
ド
ラ
ル
の
建
築
家
に
つ
い
て
、
我

々
に
一
般
的
な
概
念
を
与
え
て
く
れ
る
。

第
一
に
彼
ら
の
出
身
地
で
あ
る
。

HNm即日目

の
場
合
に
は
、

不
明
の
一
人
を
除
い
て
彼
ら
の
う
ち
二
人
は

。『曲目同】白血州ロ伺

の
同
一
司
教
区

ωo一
回
目
。
ロ
聞
か
ら
出
て
い
る
。
。
同
c
n
r
2
L白
河
町
即
日
聞
は
、

ほ
ぽ
疑
問
の
余
地
な
く
何
色
B
m
そ
の
も
の
の
出
身
で
あ
ろ
う
。

〉日目白ロ帥

の
場

合
に
は
、
初
代
は
司
R
U
近
郊
の

F
C
N
由同
n
r
g
の
出
と
解
さ
れ
る
が
、
後
の
二
人
｜
｜
父
子
｜
｜
の
出
自
を
筆
者
は
明
か
に
し
得
な
か
っ

た
。
以
上
か
ら
、
我
々
は
次
の
如
き
結
論
を
引
き
出
し
得
る
。

カ
テ
ド
ラ
ル
の
立
案
設
計
に
あ
た
る
も
の
は
、

そ
の
地
の
出
身
で
あ
る
必
要
は

な
い
が
、
比
較
的
近
い
現
場
で
養
成
さ
れ
た
経
験
豊
か
な
建
築
家
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
招
贈
さ
れ
る
。
そ
し
て
二
代
目
以
後
の
指
導
者
は
、
当

該
現
場
か
ら
育
成
さ
れ
る
可
能
性
を
有
す
る
。
特
に

m
a
B
m
の
場
合
に
、
前
章
で
述
べ
た

ω
0
5
0
5
と
の
関
係
が
、
此
処
で
も
間
接
的
に
裏

づ
け
ら
れ
、

今
日
で
は
正
面
双
塔
の
形
骸
の
み
を
残
す

ω包
ロ
マ
同
町
田
口
l

ロ
2ロ
阻
止
骨

ω
0
5
0
5
が

ω。
5
0
5
市
周
辺
部
の
正
の
上
に
、

円同四回
l
〈
Fmロ
g
の
建
築
家
で
も
ゐ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
関
係
の
推
定
は
ま
す
ま
す
強
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
こ
れ
ら
建
築
家
の
経
歴
が
以
上
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
ら
が
い
わ
ゆ
る

8
4
0
E
t。
ロ
を
形
成
す
る
事
は
、
事

実
上
不
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

彼
ら
の
同
署
同

mzugm四
と
棟
領
の
経
歴
は
、
必
ず
し
も
同
一
現
場
で
つ
な
が
ら
ぬ
し
、
若
し
そ
の
点
に
厳
し
い
規
約
を
も
う
け
た
に
し
て

。
コ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
ハ
上
）

（森）

五
七



ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）

（森）

五
八

も
、
教
会
堂
建
築
の
性
格
上
、
同
一
現
場
に
お
い
て
恒
常
的
永
続
的
な
需
要
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
大
き
な
カ
テ
ド
ラ
ル
に
し
て
尚
半

世
紀
で
そ
の
主
要
部
を
完
成
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
仮
に
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
そ
の
場
を
求
め
る
と
し
て
も
、

一
人
の
棟
領
が
生
涯
に
一
度
そ
の

建
設
を
指
導
す
る
機
に
恵
ま
れ
る
か
否
か
は
疑
わ
し
い
。
叉
の
0
4
0
E昨
日
。
ロ
結
成
の
要
求
が
、
品
質
管
理
の
面
か
ら
出
た
と
す
れ
ば
、
誇
ら
か

に
司
教
都
市
に
君
臨
す
る
カ
テ
ド
ラ
ル
の
工
事
は
、
質
量
と
も
に
衆
人
の
監
視
下
に
お
か
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
か
く
て
我
々
は
こ
の
職
業
分

野
に
関
す
る
限
り
、
の
0
4
0
2昨日
o
p
の
結
成
は
全
く
無
意
味
で
あ
り
、
そ
の
存
在
推
定
の
可
能
性
も
乏
し
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実

彼
ら
は
｜
｜
恐
ら
く
は
個
別
的
に
｜
｜
司
教
崎
聖
堂
参
事
会
と
契
約
目
、
そ
れ
に
基
い
て
、
給
与
、
居
住
、
衣
食
等
の
保
証
を
受
け
て
い
た
で

第
三
に
彼
ら
の
社
会
的
地
位
の
高
さ
で
あ
る
。

こ
の
事
の
立
証
に
当
つ
て
は
、
何
よ
り
も
彼
ら
の
像
と
名
が
、
司
教
、
大
司
教
の
そ
れ
と
な

ら
ん
で
、
ラ
ピ
ラ
ン
ト
中
央
石
板
上
に
記
さ
れ
て
い
た
事
実
が
雄
弁
で
あ
る
。

〉
S
一
四
ロ
印
の
河
or巾同門内目白

F
E回同
nr何
回
は
後
に
、

Z
。可
O
ロの

司
教
附
聖
堂
参
事
会
員
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
或
は
彼
ら
は
司
教
山
内
聖
堂
一
参
事
会
員
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た

か
も
知
れ
な
ゆ
叉
経
済
的
に
も
彼
ら
は
優
遇
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

o
H
E
H
E
の
回
目
自
白
＆

r
F
5
8回
は
、

一
二
八
七
年
同
M
E－－
3
目

－o
回
目
－
の
戴
冠
の

S
E
o
と
し
て
、

ω白山口同
lug－
回
教
区
か
ら
は
五
回

0
5、

い一
ωr
乙
の
数
字
を
一
二
九
二
年
に
司
田
氏
田
の

ω白山口？の
8
5
z
－メロ
2
5
2
教
区
の
石
工

ω丘
三
lω
可
BHUHHO
ユ
g
教
区
か
ら
は
百
回

0
5
を
課
税
さ
れ
て

〈
自
由
同
O
ロ
）
刻
印
口
同
区
内
日
と
』
mr白ロ
H
M

回目。己円四同

が
窓
口
ぽ
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
課
税
さ
れ
た
額
十
ニ
仏

gぽ説、

税
さ
れ
た
額
百
九
十
二
骨
己

g
H比
較
す
れ
ば
、
回
目
B
阻
止
含

ω
0
5
0ロ
凹
の
富
の
程
度
は
自
ら
明
ら
か
に
な
る
。

或
は
目
白

E
巾
色
白
日
目
切
ocnrm丘
町
に
住
む
石
工
（
建
築
家
？
）

E
m
R巾
の
課

彼
ら
の
下
に
働
い
た
工
人
、
労
働
者
に
つ
い
て
、
全
く
史
料
巻
欠
く
現
在
、
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
恐
ら
く
は
彼
ら
も
同
様
の
方
法
待
遇

に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
工
事
現
場
の
雑
役
奉
仕
に
つ
い
て
は
、
特
に
の
r
R
q
g
に
お
い
て
、
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
来
た
群

衆
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
一
種
の
講
（
の
S
F
E
g）
の
存
在
が
舵
定
さ
れ
て
い
J
V
O
H
在
日
目
や
吏
に
〉

B
U
S
の
建
設
に
際
し
て
は
、
そ

の
種
の
講
は
募
金
（
官
公
的
一
の
た
め
に
各
地
に
結
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
が
、

n
r
R
R
g
の
場
合



一
一
四
五
年
の
場
合
に
也
、
一
一
九
四
年
の
場
合
に
も
、
ほ
と
ん
ど
同
様
な
熱
狂
的
奉
仕
運
動
が
展
開
さ
れ
た
事
が
伝
説
佑
し
、
何
人

（お｝

も
疑
を
さ
し
は
さ
ま
な
く
な
っ
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
そ
れ
が
如
何
な
る
史
料
に
基
く
か
を
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
前
者
に
つ
い
て

は
有
名
な
ニ
書
簡
が
あ
る
。
即
ち
皆
吉

l
E
3
3
5
1
E
4
2
修
道
院
長
田
曲
目

5
8
の
そ
へ
L
C
、
岡
山
o
c
g
大
司
教
国
己
m
E
g
宍
〉
包
即
日

の
そ
れ
で
あ
る
。
今
差
当
り
後
者
の
、
〉
白
山
町
宮
司
哉
、
同
，

r
g宏司山口
g
宛
一
一
四
五
年
の
書
齢
を
訳
出
し
て
み
よ
う
。

乙
ま
、「

：
・
：
・
〔
前
文
略
〕
：
：
：

主
の
大
い
な
る
御
業
が
、
そ
の
門
主
の
u
会
意
士
山
を
色
っ
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。

？
ぞ
つ
く
っ
て
U

建
設
さ
れ
つ
つ
あ
る
教
会
堂
の
現
場
合

nr回
同
件
同
冊
目
で
は

『
ロ
自
己
富
岡
山

四
頭
立
て
荷
車
や
、

二
輪
荷
車
を
引
き
始

め
た
。
而
し
て
彼
ら
の

rロ
自
己
芦
田
凹
は
奇
蹟
に
よ
っ
て
輝
く
に
い
た
り
、

E
そ
れ
ら
（
奇
蹟
）
は
、
数
多
く
、
い
た
る
所
で
〔
起
っ
た
と
U

云
わ
れ
る
。
我
々
の

Z
R
E
S－
田
も
つ
い
に
興
奮
し
た
。
我
々
の
門
ノ
ル
マ
ン
デ
イ
人
〕
は
、
先
ず
我
々
か
ら
祝
福
を
受
け
、

来
慣
行
し
て
来
た
よ
う
に
、
誓
願
を
果
た
す
。
そ
し
て

そ
し
て
従

円。rmE同
町
田
の
場
合
と
U

同
様
の
形
式
で
、
司
教
区
毎
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
区
の

母
教
会
に
参
集
し
始
め
た
。
ワ
て
の
際
の
V

提
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

即
ち
何
人
と
云
え
ど
も
、
先
ず
告
白
を
な
し
、
調
罪
を
果
た
す
に
あ

ら
ざ
れ
ば
、
〔
更
に
U

怒
り
と
悪
意
と
を
捨
て
る
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
、
そ
の
講
（
n
o
s－S
Z国
）
に
参
加
し
〔
得
〕
な
い
。
彼
等
は
先
ず
そ
の
敵

と
和
解
し
、
平
和
ぞ
確
立
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

に
立
て
ら
れ
る
J

そ
の
命
令
下
に
、
彼
ら
は
へ
り
下
っ
た
態
度
で
抗
黙
の
う
ち
に

こ
れ
ら
の
手
続
き
が
先
ず
な
注
れ
た
後
に
、
彼
ら
の
う
ち
の
一
人
が
先
達
（
宮
古
口
品
目
）

（山口

r
c
S巴
g
g
m仲
間

口

g昨日
0
）
各
自
の
肩
で
四
頭
立

て
荷
車
を
引
く
。
そ
し
て
乙
の
奉
献
〈
O
E注
目
。
）
を
な
す
に
際
し
て
は
、
害
刑
の
苦
行
と
涙
と
を
伴
わ
ぬ
も
の
で
も
な
い
。

上
述
の
三
項
、
即
ち
告
白
と
購
罪
、
次
に
す
べ
て
の
悪
意
と
の
和
解
、

そ
し
て
従
順
を
も
っ
て

日戸口自己伊丹但回

に
至
る
べ
き
事
を
、
彼
ら

が
我
々
の
許
に
梁
る
に
際
し
て
我
々
は
彼
ら
に
要
求
し
て
い
る
。

る
際
、
更
に
我
々
の
教
会
内
に
奇
蹟
が
繁
く
行
わ
れ
た
際
に
は
、
尚
更
同
様
に
、
こ
れ
ら
三
項
目
が
果
さ
れ
て
居
れ
ば
、
我
々
は
彼
ら
を
敬

叉
か
く
て
形
成
さ
れ
た

ハ講
U

が、

旅
の
道
す
が
ら
我
々
の
許
に
立
寄

ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
宵
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
へ
上
）

（森）

五
九



ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）

（森）

六
O

度
に
免
除
し
、
解
除
し
、
祝
福
す
る
。

r圏、
中
略
」J

市
し
て
我
々
は
、
我
々
の
門
司
教
区
民
U

に
、
我
々
の
司
教
区
外
に
出
る
事
を
許
可
し
て
い
る
。
し
か
し
被
破
門
者
及
び
秘
蹟
授
受
停
止
中

の
者
が
彼
ら
に
混
入
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
」

こ
の
書
簡
は
、

一
一
四
五
年
当
時
に
《
出
回
自
己

x
g
V
と
い
う
名
で
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
た
一
種
の
信
徒
組
合
（
講
．

n
o
s－
仲
間

E
C
が
盛
ん

に
結
成
き
れ
て
い
る
事
、
及
び
そ
の
結
成
手
続
等
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
限
り
で
は
こ
の
種
の
講
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
区
の
教
会
堂
建

築
に
当
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
何
れ
も
が
わ
Y
R可
g
に
向
っ
た
か
は
明
か
で
は
な
い
。
十
二
世
紀
の
他
の
現
場
、
例
え
ば

F
gロ
に
、

こ
の
種
の
人
々
が
雑
役
に
従
事
し
て
い
た
事
川
町
駅
か
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
書
簡
の
文
意
全
体
、

特
に
末
尾
は
、

こ
れ
ら
の
講
が
す
べ
て

。
｝
百
三
同
町
田
に
向
っ
た
と
す
る
解
釈
を
支
持
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
し
、

現
行
の
各
カ
テ
ド
ラ
ル
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
も
、

こ
う
し
た
暗
黙

の
諒
解
の
下
に
の
r
R可
g
を
特
殊
佑
し
、
叉
十
二
世
紀
前
半
の
如
上
の
記
事
を
も
っ
て
、

一
一
九
四
年
以
後
の
現
場
を
も
類
推
し
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
。

他
に
史
料
の
な
い
現
在
、
我
々
に
次
の
よ
う
な
仮
定
が
許
会
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
十
二
、
三
世
紀
を
通
じ
て
、
各
カ
テ
ド
ラ
ル
の
建
設

現
場
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
種
の
講
が
脊
在
は
し
た
。
し
か
し
そ
の
数
ゃ
、

そ
の
熱
狂
度
に
お
い
て
の
Y
R可
自
は
他
を
圧
し
て
人
口
に
謄
夫

し
て
い
た
。

最
後
に
こ
う
し
た
熱
狂
が
、
特
に
の
r
R可
g
に
お
い
て
見
ら
れ
た
理
由
を
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
如
上
の
侭
定
は
裏
ず
け
ら
れ
る
。
乙
の

要
素
は
、
恐
ら
く
今
日
に
到
る
ま
で
の

Z
2円
g
巡
礼
の
慣
行
を
支
え
て
い
る
対
象
物
、
即
ち
そ
の
地
下
！

l
い
わ
ゆ
る

P
』
＝
）
巾
え
の
白
石
芯

ー
ー
ー
を
め
ぐ
る
伝
承
を
さ
ぐ
る
乙
と
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
伝
承
は
、
こ
の
地
下
に
か
つ
て
は
「
ド
ル
ゥ
イ
ッ
ド
の
制

窟
」
（
ぬ
円
三
円
。
門
】
E
E
E
C
m）
が
あ
り
、
其
処
に
ド
ル
ゥ
イ
ッ
ド
遥
が
キ
リ
ス
ト
生
誕
以
前
に
す
で
に
、
イ
ザ
ヤ
に
よ
っ
て
予
言
さ
れ
た
「
身
ご



も
る
べ
き
処
女
」
（
〈
ぽ
晶
白
色
町

g
E
g同

g
g
F
5話
。
官
同
日
Z
E）
の
像
を
拝
す
る
た
め
に
集
ま
る
慣
習
を
有
し
た
と
物
語
っ
て
い
〔
向
。
こ

の
伝
承
は
明
か
に
、
ヵ
エ
サ
ル
の
ガ
リ
ア
戦
記
に
語
ら
れ
た
、
。
曲
目
Emm
地
方
が
全
ガ
リ
ア
の
中
心
に
あ
り
、
市
し
て
其
処
が
年
に
一
度
ド

｛勾）

ゥ
ル
イ
ッ
ド
違
が
参
集
す
る
聖
地
で
あ
る
と
云
う
記
憶
と
、
「
身
ご
も
る
べ
き
処
女
」
崇
拝
の
慣
行
の
結
合
体
で
あ
る
。
そ
し
て
後
者
は
、
十

二
世
紀
前
半
の

ZommElmog－

no何
？
と
一
一
一

O
一
年
の
口
2
m
g
と
明
、
そ
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。
他
方
我
々
は

カ
テ
ド
ラ
ル
が
、
知
伺
に
司
己
σ
2貯
の
円
門
司
自
MHO
を
尊
重
し
な
が
ら
建
設
さ
れ
た
か
を
知
っ
て
い
る
。

（

U
Y
目立同問凹

の
現

以
上
の
諸
事
実
か
ら
、
我
々
は
、
旧
い
ケ
ル
ト
時
代
の
ガ
り
ア
の
聖
地
の
記
憶
と
、
当
時
次
第
に
一
般
佑
し
つ
つ
あ
っ
た
「
身
ご
も
る
べ
き

聖
処
女
」
の
崇
拝
と
が
ヲ
H
F目
立
の
日
否
定
に
お
い
て
結
び
つ
き
、
此
処
と
、
そ
の
上
に
建
設
さ
る
べ
き
カ
テ
ド
ラ
ル

1
1
2
2
8
口同
B
m

ー
ー
に
、
広
範
囲
に
わ
た
る
特
殊
な
関
心
を
呼
ぴ
お
こ
し
て
い
た
と
結
論
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

以
上
の
概
観
は
次
の
如
く
に
要
約
し
得
る
。

こ
れ
ら
カ
テ
ド
ラ
ル
の
設
計
者
、
棟
梁
、
工
人
等
は
、
特
に

n
O
G
R
E
Oロ
を
結
成
す
る
こ
と
な

く
、
個
別
契
約
で
招
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
技
術
を
競
っ
た
。
そ
し
て
特
に
専
門
的
知
識
又
は
技
術
を
要
し
な
い
労
働
力
の
全
部
又
は
一
部
を
、

信
徒
の
一
一
檀
の
講
が
ま
か
な
っ
て
い
た
。
そ
の
際
に
或
は
専
門
家
を
選
択
し
、
招
聴
し
、
或
は
各
地
か
ら
現
場
に
参
集
す
る
講
を
統
率
し
、
更

に
そ
れ
ら
す
べ
て
の
費
用
を
調
達
し
ま
か
な
っ
た
母
体
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

そ
れ
は
疑
も
な
く
司
教
山
内
聖
堂
参
事
会
で
あ
り
、
そ
の
上
に

司
教
或
は
大
司
教
が
君
臨
す
る
訳
で
あ
る
。
カ
テ
ド
ラ
ル
の
様
式
そ
の
他
の
最
終
決
定
は
、
現
場
の
側
で
は
な
く
、
そ
の
意
見
を
徴
し
乍
ら
も
、

こ
れ
ら
司
教
康
聖
堂
参
事
会
叉
は
司
教
、
大
司
教
自
身
の
側
で
行
わ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
従
っ
て
以
下
そ
れ
ら
の
考
察
が
続
い
て
行
わ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

註

川

戸

田

σu忌
ロ
号
。
と
は
、

雑
な
線
状
紋
で
あ
る
。

身
廊
部
締
石
の
ほ
ぼ
中
央
に
捌
き
山
山
さ
れ
た
被

悶

2
5
m
で
は
、
第
三
・
第
四
爽
間
に
存
私
し
、

〉

g
－mE
で
は
、
ほ
ぼ
第
二
梁
聞
に
存
在
し
た
が
、
。
Z
H可
g
に
現
存

す
る
も
の
か
ら
矧
抗
し
て
、
銅
に
よ
っ
て
縁
ど
り
さ
れ
た
円
大
到
石
板
の

将
が
一
一
杭
の
渦
巻
紋
の
迷
路
を
え
が
き
乍
ら
、
削
円
相
称
か
ら
、
次
第
に
中
央

ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）
（
森
）

~ ノ、



ゴ
テ
イ
フ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）

に
向
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
用
途
は
、
究
者
の
巡
礼
に
あ
て
ら
れ
て
居
り
、

mt一
地
巡
礼
に
出
る

経
済
的
余
力
桁
行
せ
ぬ
人
々
が
、
こ
の
線
に
そ
っ
て
ひ
ざ
ま
ず
い
て
次
第

に
中
央
に
む
か
つ
て
巡
行
し
、
今
一
行
稗
を
終
え
る
こ
と
と
に
よ
り
、
ほ
ぼ

イ
エ
ル
サ
レ
ム
巡
礼
が
行
っ
た
に
等
し
い
恩
寵
L
L
宥
免
（
E
L己
問
自
己
白
）

が
得
る
こ
と
が
出
来
る
k
信
じ
ら
れ
た
。
今
日
現
存
す
る
の
は
、

n
E？

可

g－
回
目
可
。
ロ
♂

ω

包
ロ
ャ
ρ口。ロ己ロ
w
ω
m
w
山口同
l

何
回
ぐ
耳
件
。
弘
司
O
H－b
m
w
H
M
m

の

四
ケ
所
で
、
か
つ
て
は

H
N
a
B
P
〉
B
W
E
以
外
に
も

ω巾ロ
m
w

〉
R
g

及
び

ω回
一
ロ
マ
切
。
丘
町
ロ
修
道
院
教
会
件
以
一
等
に
布
し
た
。
最
後
の
も
の
は
、
今

日

ω広
三
1
0自
己
の
カ
テ
ド
ラ
ル
に
残
存
す
る
。
尚
（
UYR片
岡
向
田
で
は
、

F
Sユ
三
宮
の
中
央
石
板
が
失
わ
れ
て
い
る
。

回白山田町
F

也、・門誌－
w

喝－
H
0
・ロ－
N
u

一『巾田口。即日目
u
巾－
u
h
a
守へた恒師向輔、
3

R
出血

S
S’6
S
E
w
呂
田
w同

y
m
H
U

ロ命日町一凹
o
p
也
、
・
江
戸
・
－
u
－
H

印・

ω
2
5司
色
”
色
、
・
門
誌
－
w

匂
・
巴
・
こ
の
銘
文
の
部
分
は
一
八
二
八
年
に
一

応
撤
去
さ
れ
、
後
に
一
八
九
四
年
に
、
古
記
録
に
従
っ
て
再
現
さ
れ
た
o

中
央
石
板
の
現
物
は
今
日
玄

g常
常
百
円
阻
止
芯
に
存
す
る
が
、
殴
損

が
は
な
は
だ
し
く
、
そ
の
も
の
か
ら
銘
文
脅
解
続
し
得
な
い
。
現
存
身
廊

部
第
二
梁
間
に
あ
る
も
の
は
、
従
っ
て
十
九
慣
紀
末
W
模
消
口
聞
で
あ
る
。

（国
o－ロ巾
F

句、・門誌－
u

日M
－H
0
・四件ロ－
H
・）。

訳
出
し
た
銘
文
は
上
掲

2
5司
巴
．
に
よ
っ
た
。

則
前
註
に
記
し
た
如
ノ
旬
、
今
日
の
中
央
有
板
は
一
八
九
四
年
の
間
決
口
川
で

あ
る
。
仮
に
こ
れ
が
原
初
の
も
の
を
忠
実
に
写
し
て
い
る
に
し
て
も
、
こ

れ
も
亦
磨
滅
が
甚
だ
し
く
、
細
部
を
明
瞭
比
し
得
な
い
。
当
該
部
分
は
八

（森）

」 a，、

角
形
で
、
黒
大
理
石
を
地
と
し
、
周
辺
の
内
側
に
臼
大
理
石
の
帯
を
お
い

て
銘
文
字
一
記
し
、
そ
の
内
側
に
放
射
状
に
四
人
像
を
配
し
、
そ
の
間
を
四

天
使
が
区
切
っ
て
い
る
。
四
人
像
及
び
四
天
使
は
自
大
理
石
で
作
ら
れ
て

い
る
。四

人
像
中
、
祭
室
部
に
最
も
近
い
一
人
は
、
そ
の
司
教
帽
、
司
教
杖
及

び
司
教
祭
服
に
よ
っ
て
、
司
教
像
で
あ
る
事
が
明
か
で
あ
り
、
恐
ら
く
遥
説

の
如
く
開
2
R
ι
r
H
1
2
2
a
そ
の
人
で
あ
ろ
う
。
残
り
の
三
人
は
、

何
れ
も
ガ
プ
シ
！
ヌ
外
套
を
ま
と
い
、
そ
れ
ぞ
れ
右
手
に
別
簡
の
象
徴
的

物
件
多
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
何
を
示
し
て
い
る
か
そ
明
か
に
し
符

な
い
。
何
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
三
人
が
、
開
4
5
E
門目白町
o
c－－－
c日
刊
の
如

き
大
司
教
や
叉
は
之
に
準
ず
る
一
口
同
位
聖
職
者
で
な
い
事
は
明
か
で
あ
る
O

M
H
o
－g
m
の

ωω
伊豆
1
Z
X包
括
の
棟
梁
出

s
r
zお
戸
市
吋
（
叉
は

出
ロ
開
廷
泌
ピ
ゲ
巾
司
包
巾
同
）
の
惑
石
は
、

ω丘
三

Z
町
内
包
括
が
苧
命
の
際
に
破

壊
さ
れ
た
た
め
、
今
日
刃
包
自
由
の
カ
テ
ド
ラ
ル
の
北
約
廊
内
に
あ
る

が
、
比
処
に
描
か
れ
て
い
る
出
＝
間
口
g
F
5
2
m－2
（」

H
N
S）
は
、
同

じ
く
カ
プ
シ

1
ヌ
を
ま
と
い
、
右
手
に
指
揮
杖
、
定
手
に
教
会
の
模
型
を

も
ち
、
足
許
の
左
手
に
ほ
州
尺
、
右
手
に
は
コ
ン
パ
ス
を
配
す
る
。

〉
自
由
巾

E
の
中
央
石
板
に
は
、
か
か
る
明
白
な
象
徴
物
が
容
し
な
い
が
、

少
く
と
も
服
装
の
点
か
ら
は
上
記
三
人
を
建
築
家
に
非
ず
と
す
る
根
拠
は

な
い

o
n
F
ω
z
z－
h
S
向日志向笠松町町民
M
U
同

UHY
斗

ゲ

叶

ω
一回

o
g
z”也、．

円叫
F

－咽・

H
0
・

ωω
同
Oz－－
h
v
・
門
戸
u
Hぷ
Y
N
H
3
M
N
U
〉ロ
r
o
H
p
h
a
。
b
H
F
・
九
百
円
リ
F
q
h『

a－

匂－

H
O
山
の
同
・
白
巴
凹
曲
目
ロ
ロ
の
田
口
m
p
C
N
D
aね
な
ミ
タ
ゲ
〈
戸
田
】
・

H
3
W

4
。
《
h
h
h
R包
ah
勾
。
、
国
河
M
V

・



ω
ω
宮山口
w
色
、
・
忌
－
u

同VHM－

st由∞・

ω
筆
者
の
知
る
限
り
、

r
h
N
R
n
r
g
は

ω巳
5
1己
i
O目
前
向
県
、
司
田
岡
山
田

の
北
方
三
二
粁
。

仰
問
。
即
日
目
の
中
央
石
板
は
、
一
七
七
八
年
に
千
リ
l
ヴ
ル
の
貸
用
を
か

け
て
撤
去
さ
れ
た
が
、
十
六
世
紀
の

E
2
5由
。
色
ロ

2
が
そ
の
デ
ッ
サ

ン
を
残
し
、
十
七
枇
紀
に
司
教
座
明
一
堂
参
事
会
員
虫
由
同
門
刊
の
on古田口－
H

（↓

H
2
3
が
そ
の
銘
文
の
テ
キ
ス
ト
を
残
し
た
。
中
央
石
板
の
形
は
四

角
型
の
四
隅
に
多
角
型
の
張
出
し
を
つ
け
、
。
R
A
S
E－
件
当
時
す
で
に
相

当
磨
滅
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
製
作
年
代
は
、
〉
B
U
5
の
そ
れ
の
国

後
、
一
二
九

O
年
頃
と
挑
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
日
に
お
い
て
は
、
そ
の

復
原
に
【
u
m
－
－
同
町
ア
。
。
n
A
C
E－
『
の
古
記
録
を
利
用
す
る
他
は
な
い
。

口市包回目

g
p
bも－

nH．H・－－苔・

5
1
5・
尚
以
下
の
記
述
は
、
主
と
し
て

り巾
B
田町田
O
P
E
n－町民同－
w

に
よ
る
。

ω
ω
H
a
p
－』
p
h芯－
w
司・
4
N
U
O
巾
包
包
m
o
p
色
、
．
円
九
H
J
2
Y
H∞
1H由・

0
同
ゲ
曲
目
帥
（
刑
制
名
。
吾
氏
帥
ム
メ
r
r
a
o）
は
河
内
山
自
由
の
山
盟
問
問
、
開
司
2
6

ロ
ミ
経
由
で
五
十
粁
の
距
離
に
あ
る
。
。
国
三
O
ロ
己
目
宮
g
g
o
H
F

〉
ロ

o
E山
町
田
町
宮
町
ロ
丹
円
仲
間
M
m
g
a・
六
八

O
年
創
建
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会

修
道
院
が
あ
り
、
現
会
堂
は
十
二
悦
紀
末
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
守
百

円
O
H宮
山
田
は
こ
の
修
道
院
附
属
教
会
堂
の
工
事
に
も
た
ず
さ
わ
っ
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。
一
見
に

ω
E
P
』
色
町
・
町
民
同
・
は
、
彼
が

ω回一三
l
H
N
由自由

p
m
a
g国
で
呂
田
V
B
E
U
m
m問
。
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
可
能
性
を
も
伯

定
す
る
が
、
こ
れ
は

ω丘
三
河
白
『
巳
の
頭
部
が
。
手
田
町
の
そ
れ
に
酷

似
す
る
と
い
う
事
実
か
ら
の
推
測
で
あ
る
。
尚
彼
が
同
州
市
山
吉
田
最
初
の
棟

梁
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
は
、
次
の
事
尖
に
よ
っ
て
も
梨
、
ず
け
ら

ゴ
テ
ィ
ッ
ク
内
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
掛
H
M
M

（上）

れ
る
。
。
o
Z
E
E
－
同
は
、
そ
の
記
録
中
に
、
彼
が
一
六
回
二
年
十
月
に
即
日
小

室
部
の
、
司
教
館
礼
拝
堂
と
向
い
あ
う
支
持
構
造
の
間
に
一
墓
石
を
発
見

し
た
事
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
銘
文
は
《
自
由
E
B
b
h
e
s
A
E山
同
三

B
田町田同
B
L
o
－－
D
E〈
円
。
》
と
あ
る
が
、
こ
の

hh出
血
噂
悼
柏
は
、
或
は

h
h
p
s
a

の
誤
読
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
然
り
と
す
れ
ば
、
彼
は

正
に
彼
が
建
設
し
た
カ
テ
ド
ラ
ル
の
一
部
に
開
揖
押
さ
れ
た
事
に
な
る
。

則
。
。
ョ
巳
g
p
b
h
w一・ミ
FW
阿】・

5
・u
－u
－

N
A
P

－
は
、
さ
し
た
る
理
由
を

掲
げ
る
こ
と
な
く
、
前
者
（
匂
－
M

∞
）
に
お
い
て
は
旬
。
阻
ロ
－
o
F
O
E
唱
を
、

後
者
（
℃
－

N
S
に
お
い
て
は
の
白
E
n
r
2
L巾
河
四
日
自
由
を
先
に
す
る
。
巡

説
は
本
文
に
述
べ
る
如
く
で
あ
り
、
筆
者
が
通
説
を
と
る
向
山
も
亦
本
文

中
に
の
ベ
る
o

h
『・

ωHOE－－
h
w
－
ミ
h

・・世間
γ
斗い
ww

叶
？
の
一

g
－um
－－

h
a

～vhH払

hhhF軍
司
♂
同

Y
H
U
H－

帥
ロ
叩
吉
田
広
o
p
b
b・丘町－
wHM－
HJ『・の凸－
zo円
の
デ
ッ
サ
ン
に
よ
る
。

ω

口
町
虫
色
m
o
p
－、・

2HJHVHM・
E
－
M
∞
・
河
o
Z
H片
品
目
。
o
z
q
は
伝

説
的
に
岡
山
色
自
由
を
処
設
し
た
建
築
掛
か
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
特
に
十
八
位

紀
の
「
ラ
ン
ス
史
」
の
作
者
〉
ロ
A
S
H－
－
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

3
0］一
ai

z
l
U
E
p
b町
内
町
芯
ミ
悼
む
町
ミ
・
に
よ
っ
て
受
つ
が
れ
た
。

ω

ζ

2
－2
・
色
、
・
忌
－
w

可－

M
∞・

ω
ω
芯

zw
色、－

R
H
J

℃－

a－

帥
十
二
刊
記
に
お
い
て
も
、
ヵ
テ
ド
ラ
ル
の
訟
築
e
家
が
ほ
ぼ
同
様
の
経
経

を
へ
た
で
あ
ろ
う
事
は
恐
ら
く
は

ω
g回
で
教
育
さ
れ
、
。
g
g手口門司

の
棟
梁
と
な
っ
た
の
己
三
吉
田
町

p
p
g
の
例
で
明
か
で
あ
る
o
拙
稿

「
初
則
ゴ
シ
ッ
ク
の
成
立
」
H
U

・

8
h
の
戸
田
己
目
的
r
E
B℃巾
y

h

a

早
川
』
R
M師
自
営
『

hp
司・

HA印伶同盟副・

（森）
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cit. 
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 p. 
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Johannes

d
e
 Piris, 

lathomus, 
juravit 

se 
fideliter 

exerce-

re 
officium 

apparatoris 
s
e
c
u
n
d
u
m
 
consuetudinem legalem 

hujus officii.
》

「
穂
球

Johannes
d
e
 Piris 
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 apparator 
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醤

h
’

れ
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＼
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、
希
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障
Ill
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さ
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司
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u
 

m
o
y
e
n
 iige, 

t. 
III, 

Institutions eccl.
’siastiques, 

Paris; 
1962, 

!iv. 
II, 

Les institutions 
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u
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132. 

事
Gimpel,

L
a
 liberte 

d
u
 tra

叩
ii,

p. 306. 

雲
Merlet, 

oρ. 
cit. 

,
 pp. 

18, 
28. 

窓
D
e
m
a
i
s
o
n
,
 
oρ. 

cit., 
pp. 10-11; 

Boinet, 
op. cit. 

,
 

pp. 9-10. 

窓
Merlet, 

loc. 
cit. 
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Aubert, 
L
a
 cath. 

de Char-
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pp. 9-10; 

Levasseur, 
Histoire 
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en France avant 

1
7
8
9
,
 

Z• 
ed. ,

 Paris, 
1900. 

p. 
403, 

n. 
2. 

,
 

p. 
404, 

n. 
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H
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n
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a
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b
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d
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X
X
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A
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l'histoire 
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(1494), 
t. 
II, 

Paris, 
1902, 
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59, 
n°1209. 

o
b
l
a
t
i
o
n
e
m
 s

u
a
m
 
n
o
n
 sine 

disciplina 
et 

lacrymis. 

1g 
H
u
g
o
n
i
s
 
A
m
b
i
a
n
e
n
s
i
s
,
 

R
o
t
h
o
m
a
g
e
n
s
i
s
 
Archiepiscopi, 

T
r
i
a
 
ilia 

q
u
a
e
 
praemisimus, 

confessionem 
videlicet 

Eρ
，istola, 

M
i
g
n
e
,
 
Pat. 

Lat., 
t.192, 

col.1122-1134, 
n
°
X
,
 

c
u
m
 poenitentia, 

et 
c
o
n
c
o
r
d
i
a
m
 d
e
 o
m
n
i
 
malivolentiae 

et 

A
d
 Theodoricum A

m
b
i
a
n
e
n
s
e
m
 eが

scopum.
-
D
e
 h
o閥

的
ibus

humilitatem 
veniendi 

c
u
m
 
obedientia, 

requirimus 
a
b
 eis 

qui 
vice 

j
u
m
e
n
t
o
r
u
m
 
trahebant 

caゆ
，enta

a
d
 
aedificandas 

c
u
m
 a
d
 n
o
s
 veniunt, 

eosque pie 
recipimus, et 

absolvimus, 

ecclesias. 
et 

b
e
n
e
d
i
c
i
m
u
s
 
si 

tria 
ilia 

deferunt, 
d
u
m
 sic 

informati 
in 

R
e
v
e
r
e
n
d
o
 Patri 

Theodorico, ,
 A
m
b
i
a
n
e
n
s
i
u
m
 episcopo, 

itinere 
veniunt, 

q
u
a
n
d
o
q
u
e
 
et 

in 
Ecclesiis 

nostris 
q
u
a
m
 

H
u
g
o
 
R
o
t
h
o
m
a
g
e
n
s
i
u
m
 
sacerdos, 

prosperari 
s
e
m
p
e
r
 in 

m
a
x
i
m
e
 miracula creberrima 

fiunt. 
D
e
 suis 

etiam 
q
u
o
s
 

Christo. 
s
e
c
u
m
 
deferunt 

infirmis, 
et reducunt 

sanos 
q
u
o
s
 s
e
c
u
m
 

M
a
g
n
a
 opera 

D
o
m
i
n
i
 exquisita in 

o
m
n
e
s
 voluntates eius! 

attule runt incalidos. 
E
t
 n
o
s
 permittimus 

nostros 
ire 

extra 

A
p
u
d
 

C
a
r
n
o
t
u
m
 
coeperunt 

in 
humilitate 

quadrigas 
et 

episcopatus 
nostros, 

sed 
p
r
o
h
i
b
e
m
u
s
 
eos 

n
e
 
intrent 

a
d
 

carpenta 
trahere 

a
d
 
o
p
u
s
 
ecclesiae 

construendae. 
E
o
r
u
m
 

e
x
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
o
s
,
 
vel 

interdictos. 

Humilitas 
e
t
i
a
m
 
miraculis 

coruscare, 
h
a
e
c
 
f
a
m
e
 
celebris 

Facta sunt haec 
an. 

incarnati 
V
e
r
b
i
 
1145. 

Benevale. 

c
i
r
c
u
m
q
u
a
q
u
e
 
pervenit. 

N
o
s
t
r
a
m
 
denique 

N
o
r
m
a
n
i
a
m
 

H
u
g
u
e
s
 
d
’A
m
i
e
n
s
 
.U

ゃユ＼－＇
ti

Molinier, 
oρ. 

cit., 
II, 

excitavit. 
Nostrates 

igitur 
benedictione 

a
 nobis 

accepta, 
p. 

198, 
n°1895. 

illuc 
u
s
q
u
e
 profecti 

sunt, 
et 

vota sua persolverunt. 
D
e
i
n
d
e
 

雲
霧
寵
「
零
奈
良
n

，九＂
<c'.
都

稲
剃

S
官
同
」

p.
38.

民
ゐ
従
軍
富
。

f
o
r
m
a
 simili a

d
 m
a
t
r
e
m
 s
u
a
m
 Ecclesiam in 

dioecesi 
nostra, 

§
 

,
 

J是
必
Q
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~
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生
~
工
ょ
や
ユ
ド
笠
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per episcopatus nostros, 
venire coeperunt, s

u
b
 tali 

proposito, 
R
.
 
Merlet, 

L
a
 Cathedrale 

de 
Chartres et 

ses 
origin

俗
，

d

q
u
o
d
 
n
e
m
o
 
in 

e
o
r
u
m
 
comitatu 

veniret, 
nisi 

prius 
data 

propos de la 
dicouverte d

u
 puits 

des 
Saints-Forts, 

R
e
v
u
e
 

confessione, 
et 

poenitentia 
suscepta; 

nisi 
deposita ira 

et 
arch

品
logique,

1902, 
II, 

pp. 232-241. 
4令塁。

malivolentia, 
qui 

prius 
inimici 

fuerant 
convenirent 

in 
雲

C. 
Iuli 

Caesari, 
D
e
 be/lo 

Gallico, 
V
I
,
 
13, 

10. 

concordiam, 
et 

p
a
c
e
m
 
f
i
r
m
a
m
.
 

H
i
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u
n
u
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雲
G
u
i
b
e
r
t
d
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D
e
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sua, 
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e
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u
m
 princeps 

statuitur, 
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i
m
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e
r
i
o
 
in 

humilitate 
et 

M
i
g
n
e
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Pat. 

Lat., 
t. 
156, 

col. 
893-897, 
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895-896. 
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u
m
e
r
i
s
 suis; et 

praesentant 
;;',:,~_).;.! 

Guibert d
e
 
N
o
g
e
n
t

仁
平

Q
]
§
G
選
E担
当
~
\
L
G

手ヨ

ー11
Iト
守

h
、々
-ft
醤K縫

官
4司

Ir-,
!L..1［＇＼ミ

Q
管
制
ょ
JI¥'
G
~
司
馬
（
ベ
）

（機）
1（同



ゴ
テ
ィ
y

ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成
立
と
そ
の
背
景
（
上
）

り
で
あ
る
0
2
0
i
m
o
E
E
B
（Z
O問。
E
l
m
o
g－
n
cロ
ロ
可
）
に
は
旧
い
異
教

時
代
の
来
処
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
伝
承
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
か
つ

て
ブ
リ
タ
ニ
ア
の
一
王
が
、
キ
リ
ス
ト
住
誕
の
将
一
不
和
受
け
、
イ
エ
ル
サ

レ
ム
に
赴
く
途
上
こ
の
地
に
立
寄
っ
た
。
し
か
し
て
「
古
来
れ
伝
承
に
よ

れ
ば
」
共
処
に
「
神
を
身
ご
も
る
べ
き
処
女
の
別
h

制
限
」
（
正
門
白
山
口
F

0
2
B
宮
ユ
吉
岡
曲
目
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。
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LES CATHEDRALES GOTHIQUES CLASSIQUES 

AU XIIIe SIECLE ET LEUR FOND SOCIAL 

-Les cathedrales de Chartres, de 

Reims et d' Amiens-

(Premiere partie) 

par Hiroshi MORI 

Les cathedrales de Chartres, de Reims et d'Amiens, dont la plupart 

furent construites sous les regnes de Philippe-Auguste, Louis VIII 

et Saint-Louis, doivent etre nettement distinguees des premieres eglises 

gothiques du XII• siecle, et a la fois des eglises rayonnantes qui 

succedent immediatement a ces trois cathedrales. Elles atteignent l'apo

gee de l'architecture gothique; leurs dimensions sont surtout grandi

oses. Leurs traits caracteristiques, c'est-a-dire les vofttes barlongues 

en quatre parties, l'elevation aux trois etages et le choeur avec 

le deambulatoire et les chapelles-rayonnantes, dont les deux demiers 1'. 

elements sont d'origine clunisienne, rendent classiques ces trois 

cathedrales, non seulement en France, mais aussi clans toute l'Europe. 

On n'a jamais doute que le style gothique etait exclusivement celui 

des Capetiens, et que son expansion ne depassait point le domaine 

royal ou les principautes de la couronne. Il nous faut maintenant 

constater cette opinion couramment admise en examinant les rapports 
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juridiques et sociaux etablis entre les batisseurs de ces cathedrales -

les architectes, les chapitres et les eveques qui avaient plus ou moins 

part au projet de cette construction, - et la royaute capetienne. 

En ce qui concerne les architectes, nous ne connaissons qu'un 

certain nombre de leurs noms que l'on avait inscrits clans les dalles 

centrales des labyrinthes. Ils ne sont pas constitues en corporation. 

Cependant, nous pouvons croire que, d'apres les circonstances, ils 

etaient invites par le chapitre qui les traitait tres bien. 

D'autre part, nous savons qu'a Chartres, les populations accoururent 

et, avec enthousiasme, s'organiserent en confreries pour aider les 

ouvriers qui travaillaient aux chantiers. Ce phenomene nous semble 

etre propre a Chartres, car cette cathedrale etait alors le centre de 

pelerinage attirant une foule de pelerins venant adorer a la crypte de 

Fulbert la vierge devant enfanter. Ce culte particulier de la 

vierge a Chartres s'explique par une combinaison de la legende doree 

de la virgo paritura, d'une part, et du celebre passage de Cesare 

(De bello gallico, VI, 13), d'autre part, ou le territoire carnute est 

represente comme etant, en Gaule, le centre de la religion druidi

que. 

Nous pourrions done conclure que ce n'etait pas ni les architectes ni 

les ouvriers du chantier, mais que c'etait les chapitres et les eveques 

des cathedrales qui prirent l'initiative de choisir pour leur cathedrale 

cette architecture particuliere vis a vis de la royaute capetienne. 

(d suivre) 




